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本マニュアルではAssetbenterの使用方法に慣れることに主眼を置いていま
す。本書では、Assetbenterの使用時に実行する基本操作を詳しく説明しま
す。

本マニュアルは、画面上操作のため参考書の役割も果たしています。

次章以降では、ソフトウェアの画面上での操作方法が説明されています。

本マニュアルは主に以下の読者を対象にしています。
• 初級ユーザ
• 新規機能が追加されたAssetbenterの新規バージョンのユーザ

�前書き
序文
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Assetbenterは、複数のモジュールから構成されるhs技術管理システムで、各
モジュールは共通のリポジトリに統合されています。Assetbenterではポート
フォリオを管理できるだけでなく、ポートフォリオ内の各品目のライフサイ
クルに関連する出来事（資産の取得や、税金、sbn、メンテナンス契約、作
業指示などのコストの管理）も管理できます。

「統合」ソフトウェアであるAssetbenterでは、同じインターフェイスから全
機能へアクセスすることができ、また単一のデータベースを使うため情報が
重複しません。「機能的」なAssetbenterでは更に、必要な機能のみを選択し
てインターフェイスを変更することができます。この結果インターフェイス
は簡略化されます。

重要項目:

アクセスできる機能のリストは、ペレグリンシステムズから取得したライセ
ンスに応じて異なります。

本マニュアルではAssetbenterの基本的な概念を説明しており、通読すれば本
ソフトのグラフィカルインターフェイスにすぐに慣れることができます。

�AssetCenterの基礎1
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本書で使用される表記法
本書で使用される表記法は以下の通りです。

説明表記法
コードやコマンドの例i\v\?rcriptコード
cnrコマンド、関数のパラメータおよび
データフォーマット

bourier体のテキスト

コードまたはコマンドの省略その他
補足情報注意:

補足情報はMMM

重要な情報重要項目:

以下の注意事項はMMM

ヒントヒント:

使用上のヒントMMM

非常に重要な情報警告:

警告情報

Assetbenterのインターフェイスのオプ
ジェクト：メニュー、タブ、ボタン

［オブジェクト名］

次の規則も適用されます。
• 操作の手順は、以下のような番号付きのリストで表記されます。
P 手順P
2 手順Q
R 手順R

• 図や表には、各章ごとに順番に番号が付いています。例えば第Q章のS番
目の図には「図QLS」という番号が付きます。

オンラインヘルプの使い方
Assetbenterの使用中に、オンラインヘルプを使って画面上でヘルプテキスト
を読むことができます。

情報を検索する際、複数のオンラインヘルプを使用できます。

PS AssetCenter SMR - はじめに
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一般的なオンラインヘルプ
一般的なオンラインヘルプには、印刷版のマニュアルとほぼ同じ情報が含ま
れています。

ヘルプを表示するには、Assetbenter画面をアクティブにした状態で［eP］
キーを押します。

注意:

a\sicスクリプト（ソフトの一部の操作をカスタマイズし系統立てるための簡
易プログラム）の編集用ウィンドウでは、［eP］キーを押すとAssetbenterの
『プログラマーズリファレンス』が表示されます。このオンラインヘルプは
状況依存ヘルプです。例えばスクリプトの作成中に、a\sic関数の正確なシン
タックスを忘れてしまった場合、スクリプト内の関数の名前を選択し［eP］
キーを押します。すると、『プログラマーズリファレンス』の中からこの関
数に関する説明が表示されます。

フィールドおよびリンクの状況依存ヘルプ
フィールドまたはリンクの状況依存ヘルプには、次の情報が表示されます。
• フィールドまたはリンクのrpk名
• データ型およびデータの入力形式
• フィールドまたはリンクについての説明
• 入力値の例
• 注：データ入力時の注意、自動処理機能など
• システムのリストデータ値
• リンクしているテーブル

状況依存ヘルプは、次のQつの方法で表示できます。
• フィールドまたはリンクに移動してから、［rhift］キーと［eP］キーを
同時に押します。

• フィールドまたはリンクに移動し、マウスの右ボタンをクリックしてポッ
プアップメニューを表示し、［フィールドのヘルプ］メニューを選択し
ます。

フィールドおよびリンクの状況依存ヘルプの内容は、印刷版マニュアルには
記載されていません。

AssetCenter SMR - はじめに PT
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ワンポイント
このオンラインヘルプは、Assetbenterの起動時にソフトウェア使用上のヒン
トを表示します。

［スタートアップ時に表示する］チェックポックスをオフにすると、この機
能を無効にできます。［次へ］ボタンをクリックすると別のヒントを表示で
きます。

［ヘルプ／ご存知でしたか］メニューを選択すると［ご存知でしたか］の
ウィンドウをいつでも表示できます。

データベースの概要
Assetbenterの使用は、データベースの使用と密接な関係があります。
Assetbenterの作業領域とデータベースへの参照機能は、データベースの複雑
な構造ができるだけユーザの目に触れないように設計されています。しか
し、データベースに関する基本的な知識があると、Assetbenterの全マニュア
ルで使用されている概念を理解しやすくなります。

データベースの定義
データベースは、データの重複を避けつつデータを構造的に格納するエン
ティティです。データはプログラム（ここの例ではAssetbenter）やユーザに
より使用されます。データベースの概念は、データベースの情報を共有化す
るネットワークの概念に頻繁に関連付けられます。この場合、データベース
は分散データベースと呼ばれ、情報は複数の遠隔コンピュータに格納され、
あるユーザグループがネットワーク経由でアクセスできるようになっていま
す。この反対はローカルデータベースで、これはP台のコンピュータにイン
ストールされており、コンピュータのユーザのみがアクセスできるデータ
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ベースを指します。分散データベースの利点の１つは、複数のユーザが同時
に格納された情報にアクセスできることにあります。

データベース管理システム
データと、データにアクセスするユーザを管理するには、calr（データベー
ス管理システム）を使用します。calrの使用により以下の操作が可能にな
ります。
• データにアクセスする。
• ユーザのデータへのアクセスを管理する。
• データに基本的操作を実行する。
• 挿入：データの追加
• 削除：データの削除
• データの変更

AssetCenter SMR - はじめに PV
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Assetbenterは、主なcalrと互換性があります。

データベースのモデル
情報を系統立てて編成する際には、一般的にデータベースのQつの主要モデ
ルが使用されます。

階層型モデル
このモデルでは、以下の図のようにデータが降順のツリー構造で階層的に編
成されています。

PW AssetCenter SMR - はじめに
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関係型モデル
このモデルでは、以下の図のようにデータが行と列を含むテーブル内に編成
されています。

データベースの各要素は以下のように定義されます。
• レコードは、テーブル内のP行にあるデータ全体を指します。
• フィールドは、テーブルの列のタイトルに当たります。
• フィールド値は、テーブル内のPセルの値に当たります。

Assetbenterでは更に、Qつの補足的概念が導入されています。
• リストは、テーブル内のレコード全体を構成します。

AssetCenter SMR - はじめに P9
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• 詳細は、Pシート内のPレコードの情報をまとめ、論理的な方法で分類し
ます。

ここで説明されている概念は、Assetbenterの使用にあたり非常に有用です。

20 AssetCenter SMR - はじめに
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本章ではAssetbenterの環境に慣れることに主眼を置いています。ここでは特
に、Assetbenterの起動後に必要となる基本操作を詳しく説明します。

本章の内容は以下の通りです。
• Assetbenterを起動する
• データベースに接続する
• Assetbenterの作業領域を使用する
• データの標準の表示方法（リスト、詳細など）を使用し、設定する
• データベースに新規データを入力し、レコードを変更する

AssetCenterを起動する
次のいずれかの方法でAssetbenterを起動できます。
• オペレーティングシステムの［スタート］メニューを使う。
• コマンドラインから起動する。

�AssetCenterを初めて使用す
るQ
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Windowsの［スタート］メニューから起動する
［スタート］メニューからの起動は、Assetbenterがインストールされている
フォルダにより異なります。

デフォルト値を使ってインストールした場合は、［スタート／プログラム／
oeregrine／Assetbenter／oeregrine?Assetbenter］を選択してAssetbenterを起動
します。

コマンドラインから起動する
Assetbenterをcnrのコマンドプロンプトから起動するには、
P 例えば［スタート／アクセサリ／コマンドプロンプト］メニューを選択
して、cnrのコマンドプロンプトを開きます。

2 Assetbenterのインストール先フォルダのサブフォルダ「bin」ヘ移動しま
す。例えばAssetbenterをデフォルトで指定されるフォルダにインストー
ルする場合、以下のコマンドを実行します。

cd?orogr\m?eiles\oeregrine\Assetbenter\bin

R コマンドラインを入力し、zdnter］キーで確定します。

Assetbenterを起動するには、次のシンタックスに従います。

\m?zL?¦h¦g|?zLcnx:[connection]|?zLlogin:[login]|?zLp\ss•ord:[p\ss•ord]|?zLvie•:[
vie•]|?zLconfig:[configur\tion]|

パラメータ
• L?K?hまたはg：このヘルプメッセージを表示します。
• Lcnx：データベース接続名（［ファイル／データベース接続の管理］メ
ニューを選択すると表示される接続の詳細画面の［接続］タブページ／
［名前］フィールド）

• Llogin：データベースに接続する従業員のログイン（［ポートフォリオ／
部署と従業員］メニューを選択すると表示される従業員の詳細画面の［プ
ロファイル］タブページ／［ログイン］（rpk名：tserkogin）フィール
ド）

• Lpassword：ログインに対応するパスワード（［ポートフォリオ／部署と
従業員］メニューを選択すると表示される従業員の詳細画面の［プロファ
イル］タブページ／［パスワード］（rpk名：kogino\ss•ord）フィール
ド）

• Lview：起動時に表示されるビュー（［ツール／ビュー］メニューから選
択可能なビュー）

• Lconfig：起動するモジュール
• it\m：ポートフォリオ
• b\rcode：バーコードによる棚卸

22 AssetCenter SMR - はじめに

AssetCenter



• procurement：調達
• contr\ct：契約
• fin\nce：ファイナンス
• c\ble�:?ケーブル
• cA_Remotebontrol:?Remote?bontrol
• cA_Autom\tion:?cesktop?Administr\tion
• \dmin：管理

複数の機能を起動するには、各機能をカンマで区切ります。

例

\m?Lcnx:c\t\b\se?Llogin:util?Lp\ss•ord:o\ss•ord?Lvie•:oentiumAssets?Lconfig:it\m
Kprocurement

警告:

パラメータ値ではスペースは使用できません。

AssetCenterを終了する
Assetbenterを終了するには、［ファイル／終了］メニューを選択します。

終了時は、次の処理が行われます。
• 開いたすべてのウィンドウを閉じ、その位置を保存する。
• 変更されたレコードをバックアップするかどうかを確認するメッセージ
を表示する。

• データベースに加えられた変更を保存するかどうかを確認するメッセー
ジを表示する（管理者アカウントの場合のみ）。

• データベースを閉じ、データベースエンジンとの接続を切断する。
• 接続していたユーザの接続スロットを解放する。
• アプリケーションを終了する。

データベースに接続する
データベースに接続する方法には、vindo•s?msに統合されたセキュリティ
を使用する方法と、使用しない方法のQつがあります。

注意:

指定したAssetbenterセッションでP度に開けるデータベースはPつだけです。
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Windows Nsの統合セキュリティを使用せずに接続す
る

vindo•s?msの統合セキュリティを使用せずに接続するには、
P ［ファイル／データベースに接続］を選択します。
2 ［接続］フィールドのドロップダウンリストから、既定の接続のPつを選
択します。

R ［ユーザ］フィールドに、管理者が［従業員］テーブル（rpk名：
\mdmplcept）で定義した［ログイン］名（rpk名：tserkogin）を入力し
ます。

［ファイル／データベース接続の管理］メニューを使って、希望するデー
タベースに接続することもできます。接続を選択し［開く］をクリック
します。

管理者として接続する場合は、「Admin」と入力します。
S ［パスワード］フィールドにパスワードを入力します。

データベースを初めて開く場合は、管理者に割り当てられたパスワード
を使用します。データベースが一度開いた後は、［ツール／パスワード
の変更］メニューでパスワードを変更できます。

T ［開く］をクリックします。

Windows Nsの統合セキュリティを使用して接続する
この接続モードには以下の特徴があります。
• Assetbenter管理者は、最低でもP回Assetbenter?rerverを起動していなけれ
ばなりません。

• vindo•s?ms、QOOOとwoのクライアントコンピュータにアクセスできま
す。

• vindo•s?XT、XWとldのクライアントコンピュータにはアクセスできませ
ん。

• vindo•s接続時のログインと同じログインでAssetbenterデータベースに接
続します。

vindo•s?msの統合セキュリティを使用して接続するには、
P ［ファイル／データベースに接続］を選択します。
2 ［接続］フィールドのドロップダウンリストから、既定の接続のPつを選
択します。

R ［統合msセキュリティ使用］チェックボックスをオンにします。
S ［開く］をクリックします。
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ヒント:

この接続モードでは、［ログイン］と［パスワード］フィールドに値を入力
する必要はありません。Assetbenterはvindo•sのログインとパスワードを使
用します。

データベースとの接続を切断する
［ファイル／データベースの接続解除］メニューを選択すると、開いたデー
タベースを閉じることができます。

変更を加えた場合、Assetbenterは変更事項を保存するかどうかをユーザに確
認します。

AssetCenterの作業領域
ここでは、Assetbenterの作業領域について説明します。作業領域は常に表示
され、アプリケーションの他のすべてのウィンドウはこの中に表示されま
す。

メニュー

メニューバー
Assetbenterのすべてのコマンドには、メニューバーからアクセスできます。

マウスを使用しない場合、［Alt］キーを押すとメニューバーがアクティブ
になります。

注意:

起動できるメニューの内容は、ペレグリンシステムズのライセンス契約に応
じて変化します。

状況依存（ポップアップ）メニュー
ポップアップメニューでは、マウスのポインタが位置するゾーン用のメニュー
が表示されます。マウスの右ボタンをクリックするとメニューが表示され、
必要なコマンドを選択できます。
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マウスを使用しない場合、［rhift］キーと［ePO］キーを同時に押すか、
［lenu］キーを押すとショートカットメニューを表示できます。

ツールバー
ツールバーのアイコンをクリックすると、コマンドを選択できます。各アイ
コンを使用すると、メニューバーを経由せずにAssetbenterの機能を起動でき
ます。

［ツール／ツールバーのカスタマイズ］メニューで、またはツールバーのア
イコンのない部分を右クリックすると表示されるポップアップメニューで、
ツールバーの設定を変更できます。

ステータスバー
作業領域の下部にはステータスバーがあり、以下の情報が左から右に順番に
表示されます。
• 選択されているゾーン（アクティブフィールドまたは強調表示されてい
るコマンド）に関する情報

• 開いているデータベースと使用しているログイン名
• 現在の操作モード（参照、作成、変更）
• 時刻

機能とお気に入りの枠
デフォルトでは、作業領域の左側に以下のQつのタブが付いたウィンドウ枠
が表示されます。
• ［機能］タブではAssetbenterの機能が機能ドメインごとに表示されます。
メニューバーからアクセスできる主要機能には、このウィンドウ枠から
もアクセスできます。選択可能なAssetbenterの機能ドメイン（アクショ
ン、ビューなど）の全要素が枠内に表示されます。ウィンドウ枠内の内
容は状況により変化します。

• ［お気に入り］タブでは個人的なお気に入り項目を保存できます。この
タブから、頻繁に使用する画面、ビューやその他の要素に直接アクセス
できます。お気に入りを作成するには、
P ［機能］タブ内でお気に入りとして使用するリンクを選択します。
2 右クリックします。
R ポップアップメニューから［お気に入りに追加］を選択します。
S リンクが作成され［お気に入り］タブ内に表示されます。
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表示の優先度
画面の表示は、以下の優先度に従います。
P クエリウィザードが最も優先度が高い
2 ビューが次に優先度が高い
R カスタマイズした画面が次に優先度が高い
S システム画面が最も優先度が低い

例えば、［ポートフォリオ品目］画面を表示した場合、クエリウィザードに
よってフィルタされます。ウィザードでフィルタ条件を指定した場合、表示
される画面はクエリを反映します。変更されないシステム画面を表示するに
は、フィルタされた画面を閉じて、クエリ条件を指定せずに再び開く必要が
あります。

ツールのヒント
マウスカーソルをツールバーのアイコンなどの特定の領域にしばらく置く
と、ツールのヒントが表示されます。

ツールのヒントの表示と非表示を切り替えるには、［編集／オプション］メ
ニューを選択します。

例

リストの列幅が狭いために列の値が途中で切れている場合、その値上にカー
ソルをしばらく置くと、完全なテキストが表示されます。

システム情報、インストール済みおよび認識されて
いるコンポーネント

［oeregrine?Assetbenterのバージョン情報］ボックスには、Assetbenterに関す
るすべてのシステム情報が表示されます。

［oeregrine?Assetbenterのバージョン情報］ダイアログボックスを表示するに
は、［ヘルプ／Assetbenterのバージョン情報］を選択します。

コンピュータにインターネットブラウザがインストールされている場合は、
http:NN•••MperegrineMcom zhttp:NN•••MperegrineMcom|ハイパーテキストリンクを
クリックすると、oeregrine?rystemsのvebサイトにアクセスできます。

［詳細］をクリックすると、コンピュータにインストールされている
Assetbenter関連のパッケージとAssetbenterが認識しているパッケージを確認
できます。

この画面には次の情報が表示されます。
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• インストールされているソフトウェア（バージョン番号、説明、ソフト
ウェア名など）。［ソフトウェア］の下にまとめられています。

• クライアントのコンピュータ。［システム情報］の下にまとめられてい
ます。

• 現在開いているデータベースに関する情報
• Assetbenterと互換性のあるデータベースエンジンに必要なckk
• ckk（ダイナミックリンクライブラリ）がインストールされている場
合は、Assetbenterによって自動的に検出されます。Q番目の列にその
ライブラリへの完全パス、R番目の列に追加情報が表示されます。

• ckkが検出されなかった場合は、Q番目の列には、［ファイルが見つ
かりません。］というメッセージが表示されます。

• ckkが検出されても、追加情報が検出されなかった場合は、Q番目の
列には［情報はありません。］というメッセージが表示されます。

情報をクリップボードにコピーするには、［コピー］をクリックします。イ
ンストール済みおよび認識されたパッケージの表示ウィンドウを閉じるに
は、［閉じる］をクリックします。

レコードリスト
本節の内容は次の通りです。
• リストの機能
• リストを使う
• リスト内を移動する
• レコードリストに関連するアクションボタン
• 階層構造
• リスト表示のパラメータ
• 統計の表示
• メインリストを設定する
• ドロップダウンリストを設定する
• リスト内でレコードを検索する
• リスト内でレコードを操作する
• リストを出力する

リストの機能
Assetbenterのデータベースには大量の情報が含まれています。このデータ
は、テーブル（資産、契約など）で分類されています。各テーブルには、
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テーブル内の各アイテム（資産、モデル、契約など）のレコードが含まれて
います。

これらのレコードに素早くアクセスできるように、Assetbenterプログラムで
はテーブルに含まれているレコードをリストとして表示します。特定のレ
コードに関する情報にアクセスするには、リストでそのレコードを選択しま
す。

リストを使う
リストは、指定したタイプのレコードを一覧表示するためのウィンドウで
す。このリストを使って、レコードを検索、変更したり、Pつのレコードに
関する詳細情報を表示することができます。

リストを表示するには、ツールバー上のボタン、または使用するレコードの
タイプに対応するメニューを使います。

注意:

管理者は、［管理／画面一覧］メニューを使ってAssetbenterのリストの一覧
を表示することもできます。

リスト内を移動する
リスト内を移動するにはいくつかの方法があります。これらの方法は、メイ
ンリスト（資産など）の場合も、詳細画面内のリスト（資産に関する契約な
ど）の場合も同じです。

リスト内を移動する方法はいくつかあります。
• 編集メニューを使用する
• 最初のレコード：［編集／最初のレコード］
• 前のレコード：［編集／前のレコード］
• 次のレコード：［編集／次のレコード］
• 最後のレコード：［編集／最後のレコード］

• ファンクションキーを使う
• リストの先頭：［btrlJePP］キー
• 前のレコード：［ePP］キー
• 次のレコード：［ePQ］キー
• リストの最後：［btrlJePQ］キー

• キーボードを使う
• リストの先頭：［gome］キー
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• 前のレコード：上向き矢印キー
• Pページ戻る：［o\ge?tp］キー
• Pページ進む：［o\ge?co•n］キー
• 次のレコード：下向き矢印キー
• リストの最後：［dnd］キー

• 垂直または水平スクロールバーを使う

リスト内の読み込み用ボタン
Assetbenterでは、自動的にリストに表示されるレコードの最大数を指定でき
ます。［編集／オプション］メニューの［リスト］項目で［読み込む項目数
の限度］に数を入力します。

オプションで指定されたレコードの最大数に応じて、上にある? ボタンを使
うと前のレコードが表示されます。下にある? ボタンを使うと後続のレコー
ドが表示されます。

前のレコードまたは後続のレコードをすべて読み込むには、［rhift］キーを
押したまま? ボタンをクリックします。

リスト内の読み込みのインジケータ
のボタンには、データベース内のレコード総数と、検索して読み込

んだレコード数が表示されます。

右側の数字の位置に「？」マークが表示される場合は、ボタンをクリックし
て再計算します。

レコードリストに関連するアクションボタン
［新規作成］：新しいレコードの詳細を入力できる空の詳細画面が表示され
ます。レコードは、［作成］ボタンをクリックするまで作成されません。

［複製］：選択したレコードの情報を新しい詳細画面にコピーします。レ
コードは、［作成］ボタンをクリックするまで作成されません。

［削除］：選択したレコードを削除します。

［詳細］：選択したレコードの詳細を表示します。

［選択］：リンクしているフィールドの右にある ボタンをクリックすると、
別のテーブルのレコードを選択してこのフィールドに値を入力できるように
なります。クリックすると、レコードのリストを含む「選択ウィンドウ」が
表示されます。レコードを選択した後［選択］をクリックしてリンクを確定
するか、または［キャンセル］をクリックします。 ボタンは、［編集／オ
プション］メニューの［ナビゲーション］項目の［選択ウィンドウ］オプ
ションが選択されている場合のみ表示されます。
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：メインリストの各列用の計算を実行します。

［閉じる］：ウィンドウを閉じます。

階層構造
Assetbenterの特定のテーブルは、階層構造になっています。各レコードには
サブレコードを、さらにサブレコードには独自のサブレコードを作成できま
す。ツリー構造内の階層レベルの数には制限がありません。

例
• 場所のテーブルでは、場所Aは、別の場所aの「従属場所」になっている
可能性があります。

• 資産のテーブルでは、ある資産は別の資産の「コンポーネント」になっ
ている可能性があります。

• 部署と従業員のテーブルでは、「アジア地域営業部」には、「マーケティ
ング」という従属部署が存在する可能性があります。この場合、「アジ
ア地域営業部」は、「マーケティング」の「親」または「親部署」です。
つまり、下の図に示すような「アジア地域営業部」I「マーケティング」
という階層構造になります。

表示モード
階層構造のあるテーブルのレコード（モデル、場所、部署と従業員など）は
リスト形式とツリー構造のQつの方法で表示できます。

図 Q.1. 従業員のテーブル L ツリー構造
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表示モードは次の方法で選択できます。
• メインリストの場合は、［ウィンドウ／ツリー構造で表示］または［ウィ
ンドウ／リスト形式で表示］メニューを選択します。

• メインリストまたは詳細画面内のリストの場合は、ポップアップメニュー
（リスト内でマウスの右ボタンをクリックすると表示されます）から［ツ
リー構造で表示］および［リスト形式で表示］を選択します。

ツリー構造で表示している場合は、ツリーの? ボタンを使って下のレベルを
表示したり、? ボタンを使って下のレベルを非表示にしたりすることができ
ます。

また、マウスの右ボタンでリストをクリックすると、［階層の表示］オプ
ションが表示されます。このオプションでは、表示する階層レベルを「P」、
「Q」、「R」、または「全レベル」の中から選択できます。リストのウィン
ドウを閉じるとこの設定内容は失われます。

表示モード用のボタンとショートカットキーは、次の通りです。
• リスト形式で表示： ［btrlJk］キー
• ツリー構造で表示： ［btrlJs］キー

重要項目:

テーブルをツリー構造で表示するには、［フルネーム］（rpk名：eullm\me）
フィールドと［階層レベル］（rpk名：skvl）フィールドの読取り権限が必
要です。

テーブルの階層構造を変更する
P 階層構造のテーブルを表示します。
2 ［ウィンドウ／ツリー構造で表示］メニューを使って、リストをツリー
構造で表示します。

R リストを読みやすくする場合は、［ウィンドウ／リストのみ］メニュー
を使って、リストを「リストのみ」モードで表示できます。

S 必要に応じて、次のいずれかの方法でツリーを展開します。
• 階層のノードをクリックします。
• ポップアップメニューの［階層の表示］コマンドを使います。

T 移動するツリーの分岐点にあるレコードをクリックします。
U このレコードを移動先の分岐点にあるレコードにドラッグします。
V レコードのすべてのサブレコードが同時に移され、ツリー構造が保持さ
れます。

または
P テーブルを「リストと詳細」モードで表示します（［ウィンドウ／リス
トと詳細］メニューから選択します）。
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2 移動するレコードを同一の親レコードから選択します。
R 親レコードを指定するフィールドを変更して、新しい親を選択します。
S ［変更］をクリックします。

レコードの再編成：仮想階層
階層表示が可能なのは階層構造のテーブルだけです。ただし、レコードを
フィールドに基づいてグループ化することが可能です。これにより、仮想階
層が作成されます。

注意:

グループ分けは、階層構造のテーブルと階層構造でないテーブルのどちらに
対しても使用できます。

この機能は、表示と検索を便利にする効果があります。

例えば、［資産］テーブル（\mAsset）はフラットモードでしか表示できま
せん。仮想階層を作成すれば、作業指示に入力する際に、資産やその従属資
産を選択するのが容易になります。

仮想階層の作成
• フィールドに基づいてレコードを再編成するには、次の手順に従います。
P 目的の画面を開きます。

画面がリストと詳細モードであることを確認します。
2 このフィールドを右クリックし、ポップアップメニューから［この
フィールドでグループ分け］を選択します。

選択したフィールドのリストに含まれる要素に基づいてリストが再構

成され、 ボタンが使用可能になります。階層を定義している要素
はグレーで表示されます。

例：
P ［属性］画面を開きます。
2 ［作成］フィールドを右クリックします。
R zこのフィールドでグループ分け］を選択します。

フラットリストが階層表示になります。
• 画面に表示されていない要素でレコードをグループ分けするには、次の
手順に従います。
P 目的の画面を開きます。
2 リストを右クリックし、ポップアップメニューから［リストの設定］
を選択します。
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R ［グループ］フィールドで、グループ分けの条件となるフィールドま
たはリンクを選択します。

例えば、［資産とロット］画面のモデルに基づいて資産を表示するには、次
の手順に従います。
P ［資産とロット］画面を開きます。
2 リストを右クリックし、ポップアップメニューから［リストの設定］を
選択します。

R ［グループ］フィールドで、モデル（［amoortfoliohtemMlodel］）リンク
を選択します。

仮想階層のキャンセル
仮想階層をキャンセルするには、次の手順に従います。
P グループ分けによって変更されたリストを右クリックします。
2 ポップアップメニューから［すべてをグループ解除］を選択します。

階層構造のテーブルのグループ分け
いくつかのテーブル、例えば［資産］テーブルと［ポートフォリオ］テーブ
ルの間には特別な関係があるので、階層構造のテーブルが他のテーブルの階
層を利用できる場合があります。

例えば、［ポートフォリオ］テーブルの階層を［資産］テーブルで利用する
には、［oortfolioMoarent］リンクでグループ分けします。資産とロットのリス
トに、各資産の従属資産が表示されます。

注意:

この例では、階層を定義する要素はリストにグレーで表示されません。

リスト表示のパラメータ
Assetbenterでは、次の方法でレコードリストの表示を設定できます。
• 表示タイプ：「ツリー構造で表示」または「リスト形式で表示」
• 表示モード：「詳細のみ」、「リストのみ」、または「リストと詳細」
• リストの列見出しボタンを使ったリストの並べ替え
• リストの設定（［リストの設定］ポップアップメニュー）：
• 列で表示するフィールドの選択
• 並べ替え
• フィルタ

• フィルタの適用
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• ウィンドウサイズ

これらの設定は、ウィンドウを閉じるときに保存されます。リストのデフォ
ルトの表示方法に戻すには、［rhift］キーをを押したままにして、ツール
バーのアイコンでテーブルを開きます。

リストのレイアウト
同じテーブルのリストを、異なる設定で表示することができます。

例えば、契約の詳細画面の［資産］タブページに表示される資産リストの表
示パラメータを、［ポートフォリオ／資産とロット］メニューをから表示さ
れる同じリストと別にすることができます。

リストを簡単に並べ替える
リストの列見出しにはフィールド名の付いたボタンがあります。このボタン
を使うと、対応するテーブルのレコードをこのフィールドの値に基づいてア
ルファベット順に並べ替えることができます。

図 Q.Q. 従業員のテーブル L リストの並べ替えツール

をクリックしてその列の項目でリストを昇順で並べ替えます。
をQ回目にクリックすると降順で並べ替えられます。直接降順で並べ替える
には、［rhift］キーを押しながらこのボタンをクリックします。

並べ替えの昇順と降順を切り替えるには、 と? のボタンをクリックします。

の赤い線は、インデックス付きで並べ替えられることを示しています。イ
ンデックスが付いている方がより速く並べ替えできます。
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リストに列を簡単に追加する
詳細画面からリストに列を追加できます。列として表示するオブジェクト
（フィールドまたはリンク）をマウスの右ボタンでクリックし、表示される
ポップアップメニューから［この列をリストを追加］を選択します。

リストの列の幅を調節する
リストがアクティブな時に［eX］キーを押すと、列幅が各列に配分されま
す。

列の右端をダブルクリックすると、その列のレコードのすべての値が完全に
表示されるように、サイズが自動的に調節されます。この操作のショート
カットキーは［btrlJeX］キーです。

［リストの設定］ポップアップメニューを使う
［列／並べ替え］タブでは、複数の並べ替えキーを定義できます。
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図 Q.3. リストの表示方法の設定

左側の一覧
［列N並べ替え］タブには、メインリストで並べ替えまたは表示に使用できる
現在のテーブルのすべての要素が、ツリー構造で表示されます。様々な項目
を識別するために次のアイコンが使われています。
• フィールドを示します。
• インデックス付きフィールドを示します。
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• 金額値を示します。
• と? リンクを示します。
• 任意管理項目を示します。
• 特殊フィールドを示します。
• キーを示します。
• コメントへのリンクを示します。
• 画像へのリンクを示します。

矢印のボタンを使用する代わりに、左側の一覧ウィンドウで項目をダブルク
リックすると、その項目が右側の列一覧に追加されます。［nK］をクリッ
クするとメインリストに列が追加されます。右側の一覧ウィンドウで項目を
ダブルクリックすると、その項目が列一覧から削除されます。

リストの上にあるフィールドにrpk名を記入すると、データベースディク
ショナリ内の要素を入力できます。このボックスに何文字か入力すると、
Assetbenterが自動的に残りの文字を入力します。

右側の一覧
リストの並べ替えに使う、または表示する列項目の一覧です。

並べ替え
［並べ替え］の列のチェックボックスをオンにすると、値が並べ替えられま
す。赤い上向きの三角形は昇順の並べ替えを意味し、緑の下向きの三角形は
降順の並べ替えを意味します。R回クリックすると、並べ替えがキャンセル
されます。チェックボックスをオンにした順番で、並べ替えが実行されま
す。

並べ替えキーとしてインデックス付きのフィールドを使用すると、［イン
デックスで並べ替え］フィールドに名前が自動的に表示されます。

注意:

実際にリストを並べ替えるには、単純に列見出しをクリックします。［rhift］
キーを押したまま列見出しをクリックすると、降順で並べ替えできます。

表示／非表示
リストに列を表示するかどうかを指定できます。

例えば、「資産タグ」で並べ替えを実行するけれども、レコードリストには
表示しない、または印刷しない場合は、非表示に設定することができます。
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タイトル
この列を使うと、リストのデフォルトの列見出しを希望のタイトルに置き換
えることができます。

色
この列では、リスト内のテキスト行をどのフィールドの色で表示するかを選
択できます。

テーブル内の特定のフィールド、特殊フィールド、任意管理項目など、複数
のタイプのフィールドから選択できます。

色のフォーマットはRfaです。色のRfa値が分からない場合は、AmRgbbolorGH
aArhb関数を使うと、使用する色の正しい値が割り出されます。

例

Rヶ月以内に終了する契約を表示するとします。

この場合は、次のように設定します。
P 特殊フィールドを作成します（［ツール／管理／特殊フィールド］メ
ニューと次のパラメータを使います）。

表 Q.1. 特殊フィールド L 列の色

値フィールド
［契約］（rpk名：\mbontr\ct）［テーブル］（rpk名：

s\blem\me）
［aArhbスクリプト］［フィールドタイプ］

（rpk名：sesype）
［数値］［結果のデータ型］

（rpk名：sec\t\sype）
hf?\mc\teciffGzddnd|K\mc\teGHH?[?VVVUOOOM?shen?Retu\l?=?
AmRgbbolorG?ARdcA?H?dlse?Retu\l?=?AmRgbbolorG?AakAbjA?H
dnd?hf

［計算スクリプト］
（rpk名：memrcript）

2 ［契約／契約］メニューを使って、契約のリストを表示します。
R ポップアップメニューの［リストの設定］コマンドを使って、リストを
設定します。

S 表示する列の一覧に、作成した特殊フィールドを追加します。
T ［色］列で、追加したフィールドのチェックボックスをオンにします。
U ［nK］をクリックしてこの設定を確認します。
V ［終了］（rpk名：ddnd）フィールドの値がRヶ月以内の契約とそれ以降
のRヶ月の契約と比較して、この設定をテストします。
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データ型
右側の一覧のこの列は、テキスト、数値、日付など、フィールドのデータ型
を示します。実際のリストの並べ替えに使われたり、表示されることはあり
ません。

インデックスで並べ替え
［インデックスで並べ替え］フィールドでインデックスを選択すると、上の
一覧の［並べ替え］列のチェックボックスで選択しなくても、一覧に並べ替
えキーとして追加されます。

インデックスを並べ替えキーとして選択すると、必要な列が一覧に追加さ
れ、一覧で既に選択されている並べ替えキーの選択は解除されます。イン
デックスによっては、複数の列が一覧に追加される場合があります。

リストをインデックスで並べ替えると、速く処理できます。

ドロップダウンリストのレイアウト
ドロップダウンリスト（コンボボックス）は、詳細画面の特定のフィールド
の右側に表示される? をクリックすると表示されるリストです。

［編集／オプション］メニューの［ナビゲーション］項目の、［ドロップダ
ウンリストをツリー構造で表示］オプションで「はい」を選択すると、ド
ロップダウンリストは階層構造で表示されます。
• リストとして表示する場合の並び順は、ドロップダウンリストがアクセ
スしているテーブルの設定によって決まります。この設定は、Assetbenter
c\t\b\se?Administr\torの［特殊文字列］フィールドで行います。

• 階層表示の並び順は、［完全名］（rpk名：eullm\me）フィールドを基
準にします。

統計の表示
Assetbenterでは、列またはフィールドに関する統計をグラフ化して表示する
ことができます。

次の手順に従います。
P 希望する列またはフィールド内にマウスカーソルを置きます。
2 右クリックします。
R ポップアップメニューから［この列に関する統計］、［このフィールド
に関する統計］または［このリンクに関する統計］を選択します。

S 別の画面に、統計が表示されます。
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T グラフのある項目の棒線上をダブルクリックすると、その項目のレコー
ドが表示されます。

注意:

この統計は、Assetbenterにより検出される最初のPO件の値のみに限られてい
ます。残りの値は［その他の値］に含まれます。

統計グラフの表示
グラフの表示方法を何種類かの中から選択することができます。

グラフの表示方法を変更するには、マウスの右ボタンをクリックして、状況
依存メニューから希望するオプションを選択します。
• グラフの種類
• 縦棒
• 横棒
• 折れ線
• 円

• 表示モード
• Rc表示
• 重ねて表示

グラフの凡例や背景を表示することも可能です。

リスト内でレコードを検索する
探している値を含むフィールドのリストを並べ替えると、次の手順に従って
目的の項目を検索できます。
P リスト領域内でマウスの右ボタンをクリックすると、ポップアップメ
ニューが表示されます。

2 ［ジャンプ］メニューをクリックし、検索する値の最初の数文字を入力
します。残りの文字は、Assetbenterがデータベース内から最も近い値を
探し出して自動的に入力します。

R 正しい値が入力されたら、［ジャンプ］ボタンをクリックします。キー
ボードで入力した値以上の値を持つリストの対応する項目上に、カーソ
ルが移動します。

注意:

［ジャンプ］コマンドのショートカットキーは［btrlJf］です。
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その他のレコード検索方法
• フィルタ：定義した検索基準（フィルタ）で検索し、その基準に一致す
るレコードのリストを表示できます。

• ビュー：フィルタとパラメータを組み合せて検索し、レコードのリスト
を表示します。

リスト内でレコードを操作する

リスト内のレコードを選択する
リスト内のレコードを選択すると、レコードが強調表示されます。デフォル
トでは、最初のレコードが選択されています。矢印キーでカーソルを移動す
るか、項目そのものをマウスでクリックして、別のレコードを選択できま
す。［btrl］キーまたは［rhift］キーを押しながらマウスをクリックすると、
複数の項目を選択できます。

リスト内のすべてのレコードを選択する
リストを開いたら、［編集／すべて選択］メニューを使ってリスト内のすべ
てのレコードを選択します。

ツリー構造のリストでレコードを移動する
ツリー構造のリストでは、レコードをマウスでドラッグEドロップするだけ
で、ツリー内の別の位置に簡単に移動できます。項目をクリックして、マウ
スボタンを押したままカーソルを新しい位置に移動し、マウスボタンを放し
ます。

この操作は、場所の［親所在地］（rpk名：o\rent）フィールドや資産の［親
資産］（rpk名：o\rent）フィールドを変更するのと同じです。

フロアプランにオブジェクトを追加する
フロアプランを定義するときに（［ポートフォリオ－／フロアプラン］メ
ニュー）、別のリストのレコード（資産、従業員など）をドラッグEドロッ
プして追加することができます。

リストでレコードを選択するか、または詳細画面にアイコンがある場合はそ
のアイコンを選択し、ドラッグEドロップします。

オブジェクトが、アイコンおよびテキストと一緒にフロアプランに追加され
ます。

フロアプランで要素を移動させるには、マウスを使います。
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フロアプランに関する詳細は、マニュアル『主要テーブル』の「フロアプラ
ン」の章を参照してください。

リストを出力する
出力するリストを選択すると、フィルタで検索した場合はフィルタがかけら
れてからリストが出力されます。つまり、出力されるのは画面上に表示され
ているのと同じ列項目です。

カーソルが出力するメインリストまたはタブページのリスト内にあることを
確認してください。例えば契約の画面上で、特定の契約でカバーされている
資産を出力する場合に、カーソルが契約リストにあると、契約のリストが出
力されます。

リストまたは詳細画面内のリストを出力するには、リスト部分で右クリック
し、［リストの出力］メニューを選択します。
P ダイアログボックスの［ファイル］フィールドに、出力するデータを書
き込むテキストファイルの名前、拡張子、およびパスを入力します。

出力するテーブルの名前を出力ファイルの上部に表示する場合は、［テー
ブル名の出力］オプションを選択します。

重要：出力ファイルをlicrosoft?Accessで使う場合は、テーブル名を出力
しないようにしてください。

2 出力するリストの列見出しを出力ファイルの上部に表示する場合は、［列
見出しの出力］オプションを選択します。

R 出力するレコードの識別番号である、テーブルの［hc］フィールド（資
産とロットの場合は［lAsthd］フィールド）を出力する場合は、［hc番号
の出力］オプションを選択します。

S ［区切り文字］ドロップダウンリストの「M」「K」「;」「タブ」から、出
力されたリストのフィールドを区切る文字を選択します。

T ［出力］をクリックします。

警告:

多量のデータをインポートする前に、データベースを保存することをお勧め
します。［リストの出力］ポップアップメニューは、すべてのAssetbenter
ユーザがアクティブなリストを出力できるように設計されています。
Assetbenter?dxportでは非常に複雑な出力手順を実行できますが、これを実行
できるのはAssetbenterの管理者だけです。詳細に関しては、『Assetbenterの
高度な使い方』を参照してください。
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レコードの詳細情報
ここでは、Assetbenterのレコードの詳細画面にアクセスして、レコードの詳
細情報を表示する方法について説明します。

内容は次の通りです。
• レコードの詳細画面にアクセスする
• リストと詳細の組合せ表示
• ウィンドウのサイズを変更する
• 詳細画面の主要ボタン
• タブページ
• ユーザ定義フィールド

レコードの詳細画面にアクセスする
レコードリストを表示したら、希望の項目を選択してその項目をダブルク
リックするか、［詳細］ボタンをクリックして、選択しているレコードに関
するすべての情報を表示します。情報は内容に応じてタブで分類されていま
す。

情報は、各タブ内でフィールドまたはリストとして表示されます。リストに
は、好きなだけ項目を追加できます。例えば、資産の任意管理項目などを追
加できます。

リストと詳細の組合せ表示
Assetbenterでは、選択した分野の情報を、リストのみ、詳細のみの画面で表
示したり、リストと詳細の両方を同時に表示したりすることができます。

表示モードを切り替えるには、［ウィンドウ／リストのみ］、［ウィンドウ
／詳細のみ］、または［ウィンドウ／リストと詳細］メニューを選択しま
す。
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図 Q.S. 「リストと詳細」モードでの表示

表示モードには、次のショートカットキーが割り当てられています。
• リストのみ：［eU］キー
• 詳細のみ：［eV］キー
• リストと詳細：［eW］キー

注意:

「リストと詳細」モードでは、リストを横長モード（リストが詳細画面の上
に表示されます）または縦長モード（リストが詳細画面の左側に表示されま
す）のどちらかで表示できます。Qつのモードを切り替えるには、詳細画面
右側の空白部分（［新規作成］、［複製］、および［削除］ボタンの下の領
域）をマウスの右ボタンでクリックし、［横長に切り替え］または［縦長に
切り替え］を選択します。またはリストと詳細画面の境界線上をダブルク
リックします。

ウィンドウのサイズを変更する
Assetbenterでは、ウィンドウのサイズを変更できます。
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マウスを、ウィンドウの境界または角に置きます。ポインタの形状が変化し
たら、ウィンドウの境界または角をクリックしてドラッグし、ウィンドウの
サイズを変更します。

リストと詳細領域のサイズを変更するには、
P ポインタを、リスト領域と詳細領域を分離する境界線上に置きます（ポ
インタの形状が変化します）。

2 マウスをクリックし、マウスボタンを押しながら、境界線を希望の位置
までドラッグします。

R マウスボタンを放します。

詳細画面の主要ボタン
［変更］：詳細画面で加えた変更を保存します。

［作成］：詳細画面の情報を新規レコードとして保存します。

詳細画面の情報を新規レコードとして保存し、フィールドを初期化
して、現在の特定のデータ項目に基づいて新規データを入力できるようにし

ます。新規レコードを作成しても、 ボタンをクリックするまでレ
コードは有効になりません。または［作成］をクリックすると連続作成を終
了できます。このボタンは、同様の情報を持つレコードを連続して作成する
際に便利です。

［キャンセル］：。
• レコードを作成している場合は、レコードの作成を取り消します。
• レコードを変更している場合は、加えた変更を取り消し元の値に戻しま
す。

選択した項目の詳細を表示します。

リンクしているレコードを選択できる「選択リスト」を表示します。この
ボタンの表示／非表示は、［編集／オプション］メニューの［ナビゲーショ
ン］項目の［選択ウィンドウ］オプションで設定できます。表示されるリス
トは、リンクしているレコードの標準リストです。このリストのタイトル
は、その内容によって変わります。例えば、資産?FbbbF?のユーザを選択した場
合は、部署および従業員のリストが表示されますが、ウィンドウのタイトル
バーには、「従業員のリスト」ではなく「資産?FbbbF?のユーザ」というタイト
ルが表示されます。

リンクしているレコードを選択できるドロップダウンリストを表示します。
リストに表示される値のタイプは、どのフィールドを使用しているかに応じ
て変化します。標準のメインリストを表示する? ボタンと異なり、ドロップ
ダウンリストで表示されるリストは、項目がPつだけのリストです。

左側のタブを表示します。

右側のタブを表示します。
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詳細画面のリストにレコードを追加します。例えば、ある資産に関連する
契約のリストの場合は、資産の詳細画面の［契約］タブページにあります。

タブページ内のリストからレコードを削除します。

ボタンの左側にあるフィールドにアラームを設定します。

タブページ
Assetbenterでは、データベースレコードの情報は「詳細画面」に表示されま
す。「タブ」を選択すると表示される各タブページに、情報がタイプ別に分
類されています。

詳細画面には複数のタブページがあり、タブページにサブタブページが含ま
れることもあります。サブタブの名前は、サブタブのページ内のフィールド
で定義します。

サブタブを追加、複製、または削除するには、サブタブ上にカーソルを置
き、右クリックしてポップアップメニューを表示し、［リンクレコードの追
加］、［リンクレコードの複製］または［リンクの削除］を選択します。

以下の条件が満たされている場合、タブは灰色になります。
• タブは、選択したレコードへの複数リンクを表している。
• これらの複数リンクが作成されていない。

P番目のリンクを追加すると、自動的にタブが有効になります。このリンク
を追加するには、
P 未使用のタブを選択します。

2 右クリックします。
R ［リンクの追加］をポップアップメニューから選択します。
S リンクに値を入力します。
T ［変更］をクリックします。
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ユーザ定義フィールド
Assetbenterには、組織固有の情報を追加できるユーザ定義フィールドがあり
ます。これらのフィールドは詳細画面にあります。デフォルトのフィールド
名は「フィールドx」で、xは数字です。

管理者は、データベースのカスタマイズ機能（［オブジェクトの設定］ポッ
プアップメニュー）を使って、フィールドの名前とプロパティを変更できま
す。

重要項目:

名前やプロパティを変更する際は、タブ内の各フィールドが同一の論理に従
うように設定することをお勧めします。

レコードの処理
ここでは、Assetbenterでレコードを作成および変更する方法について説明し
ます。

内容は次の通りです。
• レコードを作成する
• レコードを変更する
• 複数のレコードを変更する
• 複数のユーザがレコードを変更する
• レコードを複製する
• レコードを削除する

遅延時間を定義すると、その時間が経過した後に現在の操作をキャンセルで
きるウィンドウが表示されます。この遅延時間はミリ秒で表され、アプリ
ケーションオプション（［編集／オプション］メニュー）の［編集］セク
ションの［待機メッセージを表示するまでの時間］オプションで定義しま
す。

レコードを作成する
新規レコードを作成するには、まずレコードを追加する先のリストを表示し
ます。

［新規作成］ボタンをクリックすると空白のウィンドウからレコードを作成
できます（ショートカットキー：［hnsert］キー）。［複製］ボタンをクリッ
クすると、リスト内で選択しているレコードを複製できます。
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作成するレコードの情報を、次の方法で入力します。
• 最初の数文字を入力すると、データベースにこれらの文字で始まるレコー
ドが存在する場合は、残りの文字が自動的に入力されます。入力する値
がリストにない場合は、リンク先のテーブルに新しいレコードを作成す
るためのオプションが表示されます。
• 仮作成：リンク先のテーブルに新規レコードが作成されますが、詳細
は表示されません。後で残りの情報を入力できます。

このオプションを無効にすることも可能です（［オプション／仮作成
の許可］メニュー）。

• 詳細設定：作成する新規レコードの詳細画面が表示されます。その場
で新規レコードに関する情報を入力できます。

• レコードを初めて作成するときは、特定のフィールドにデフォルトの値
が割り当てられますが、これらの値は変更可能です。デフォルト値が、
作成しているレコードの詳細の他のフィールド（資産のモデルなど）を
参照している場合は、参照先のフィールドに挿入される値に応じてデフォ
ルト値が自動的に入力されます。これらのフィールドを定義する計算式
は、レコードを初めて作成するときのみ適用され、レコードの変更時に
は適用されません。

注意:

Assetbenterウィンドウには複数のフィールドが表示されます。赤色の必須
フィールドだけは必ず入力し、他のフィールドは必要に応じて入力してくだ
さい。管理者は、［オブジェクトの設定］ポップアップメニューまたは
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\tor使って簡単に必須フィールドを定義できま
す。
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図 Q.T. レコードの作成

レコードを変更する
詳細画面を使って、データベースの各レコードの情報を変更できます（リス
トで直接レコードを変更することはできません）。詳細画面では次のQ種類
の情報を変更できます。
• フィールド内の値を直接変更する。
• リンク情報を変更する。
• フィールドの右側にある? アイコン（ドロップダウンリスト）または

アイコン（選択ウィンドウ）をクリックし、表示されるリストから
別の値を選択する。

フィールドに別の値を入力する。
• フィールドの右側にある? ボタンを使ってリンク項目の詳細画面を表
示し、情報を変更する（例：サプライヤの電話番号などを変更する）。
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レコードの詳細画面に表示される情報の多くは、他のテーブルからの情報で
す。他のテーブルと関連付けるため、プログラムは異なるテーブルのレコー
ド同士をリンクします。あるレコードの情報を変更すると、そのレコードに
リンクされているすべてのレコードも変更されます。この原理で動作する
データベースを「リレーショナルデータベース」と呼びます。この方法を使
うと、データベース内の重複情報を最小限に抑えることができるため、情報
の変更に要する時間が短縮され、ディスク容量も節約できます。

フィールドの値を変更すると、新しい値が別の色で表示され、新しい値を確
定する［変更］ボタンとこれらの変更を取り消すための［キャンセル］ボタ
ンが表示されます。

複数のレコードを変更する
選択している複数のレコードの情報を同時に変更することもできます。まず
希望するリストを「リストと詳細」モードで表示し、変更するレコードを同
時選択します。

この機能は、全フィールドに共通の値を変更する場合のみ使用できます。

リストを「リストと詳細」モードで表示し、リストから変更するレコードを
複数同時に選択します。

詳細画面には次のフィールドが表示されます。
• 同じ値を含むフィールド：白い背景
• 異なる値を含むフィールド：灰色の背景

白い背景のフィールドの値を変更することができます。

注意:

もうPつの方法は複雑ですがとても便利です。レコードを出力してAssetbenter
外で変更してから、Assetbenterにそのデータをインポートし直します。詳細
は「レコードリスト」節の「リストを出力する」を参照してください。

複数のユーザがレコードを変更する
Assetbenterでは、複数のユーザがデータベースに同時にアクセスできるた
め、Q人のユーザが同じレコードを同時に編集、変更した場合に、レコード
がどのように処理されるかを理解することが重要です。

AssetbenterのP人のユーザがデータベースを使っている間に、他のユーザが
詳細情報を変更したり、新規レコードの追加やレコードの削除を行うことが
あります。画面を再表示すると変更事項が表示されます。
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しかし、リストまたは詳細画面を表示した後に他のユーザが変更事項を加え
ると、表示情報は［eT］キーを使用するか、または［ウィンドウ／更新］メ
ニューを選択しないと更新されません。

フィルタを適用したり、リストの並べ替えや、ツリー表示とリスト表示の切
り替えを行うと、リストは自動的に更新されます。また別のレコードの詳細
画面を表示する場合も情報が更新されます。

Assetbenterでは次のような規則が適用されます。
• 複数のユーザは同じレコードを通常どおり編集でき、エラーメッセージ
も表示されません。

• ユーザが［変更］ボタンをクリックすると、各フィールドが個別に調べ
られ、画面上の値とデータベースに格納されている値が比較されます。
• データベースの値と画面上の値が同じ場合は、そのままです。
• データベースの値と画面上の値が異なる場合は、画面上の値がデータ
ベースに保存されます。

• Q人のユーザが同じレコードの同じフィールドを変更した場合は、最後に
変更を確定したユーザのコンピュータに警告メッセージが表示されます。
最後に?［変更］をクリックした人の変更が適用されます。

• ［変更］をクリックすると、プログラムは次のように変更を処理します。
数分のP秒間レコードがロックされ、プログラムが情報をデータベースに
書き込む時間が確保されます。レコードのロック中は、他のユーザはレ
コードを編集できませんが、レコードを読み取ることはできます。

• ユーザがレコードを編集し、その間にレコードが別のユーザによって削
除された場合は、レコードを編集中のユーザが［変更］ボタンをクリッ
クしたときに、エラーメッセージが表示されます。

• レコードカウンタについて：レコードカウンタの数字は、ユーザが［新
規作成］ボタンを押すたびに増加します。作成を確定せずに取り消し、
他のユーザも［新規作成］ボタンを使わなかった場合は、カウンタは元
の値に戻ります。ユーザが［新規作成］ボタンを押した後に、レコード
の作成が取り消されても、カウンタは減少しません（実際のレコード数
と一致しなくなります）。Q人のユーザが［作成］を同時にクリックする
と、カウンタの数値がQ増えます。

特定のテーブルの場合は、特別な方法で更新を行います。

データベースに次回接続する時、または［ツール／キャッシュの更新］
メニュー（［btrlJeT］キー）を選択する時に更新されるキャッシュをオ
プションで定義できます。これらのキャッシュは接続の編集用画面で表
示される接続キャッシュとは異なります。

レコードを複製する
レコードを複製するには、次のQ通りの方法があります。

T2 AssetCenter SMR - はじめに

AssetCenter



［複製］ボタンを使う
レコードを複製するには、次の手順に従います。
P リストからレコードを選択します。
2 ［複製］ボタンをクリックします。新規レコードが作成され、元のレコー
ドから情報の一部がコピーされます。

R ［作成］または? ボタンを使って作成を確定する前に、複製した

レコードの詳細を編集して、内容を確認します。 ボタンをクリッ
クすることは、［作成］ボタンと［複製］ボタンを続けてクリックする
のと同じ操作です。

［編集／複製］メニューを使う
レコードを複製するには、次の手順に従います。
P リストからレコードを選択します。
2 ［編集／複製］メニューを選択します。
R 表示されるダイアログボックスで、コピー数を設定します。
S ［複製］ボタンをクリックして、複製を開始します。

［複製］ボタンをクリックした後で［作成］ボタンをクリックして、Pつず
つレコードを複製するのと同じ操作を、［編集／複製］メニューではまとめ
てP回で実行できます。

重要項目:

［編集／複製］メニューを使用する前に、必須フィールドにデフォルト値を
指定し、「複製不可能」なインデックス用の固有のデフォルト値を作成する
必要があります。場合によっては、データベース内で固有でなければならな
い値を含むレコードは複製不可能であることを知らせるメッセージが表示さ
れます。カウンタとして使用されるフィールドにデフォルト値を適用するこ
とも大切です。

Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torの［スクリプト］タブページ内には、［複
製時にデフォルト値を再適用］チェックボックスがあります。ここで、複製
時にAssetbenterがレコードを処理する方法を指定できます。
• チェックボックスがオフの場合：ソース値がコピーされます。
• チェックボックスがオンの場合：デフォルト値が適用されます。

レコードを削除する
削除するレコードを選択したら、［削除］ボタンをクリックして、リストか
らレコードを削除しますGショートカットーキー：［celete］キーH。これらの
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レコードが別のリストのレコードにリンクされている場合、エラーメッセー
ジが表示されます。リンクされていない場合、レコードは削除されます。

注意:

［拡張削除の許可］オプションをオンにすると（［編集／オプション］メ
ニュー）、リンクしているレコードを削除できます。

警告:

一旦削除したレコードを元に戻すことはできないため、削除する前にその影
響をよく考慮する必要があります。データベース内に間違って作成したレ
コードか、ポートフォリオから消えた項目かなどを確認してください。削除
するよりも、項目のステータスを変更したり、データベース内の別の場所に
移動したりする方が良い場合もあります。

データの編集
内容は次の通りです。
• フィールドにデフォルト値を入力する
• 切り取り
• コピー
• 貼り付け
• テキストを削除する
• 日付のデータ入力規則
• 期間の単位のデータ入力規則
• 時刻のデータ入力規則
• 「日付J時刻」フィールドのデータ入力規則
• 画像

フィールドにデフォルト値を入力する
Assetbenterでは、レコードの作成時に特定のフィールドにデフォルト値を割
り当てることができます。

どのフィールドに自動データ入力機能を適用するか、およびどの自動データ
入力機能を使用するかは、Assetbenterの管理者が次のいずれかの方法で定義
します。
• Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを使用する。
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• または設定するフィールドに移動し、ショートカットメニューの［オブ
ジェクトの設定］メニューを使用しますGショートカットキー：［Alt］ J
［dnter］H。このケースでは、変更内容は次のデータベースに保管されま
す。
• データベースとの接続を解除し、表示されるメッセージで設定を確認
した場合。

• ［ツール／管理／データベース設定の保存］メニューを選択した場
合。

デフォルト値は、フィールド、変数、定数などを使う計算式から構成される
こともあります。

特殊フィールドの場合
［特殊文字列］および［aArhbスクリプト］タイプの特殊フィールドは、標
準フィールドのデフォルト値の計算にのみ使用できます。

［コメント］テーブルへのリンクの場合
［コメント］テーブル（rpk名：\mbomment）へのリンクにはデフォルト値
を割り当てられません。

リンクしているレコードの場合
テーブルに新規レコードを作成する時、リンクしているテーブル内のレコー
ドを選択して、新規レコードの特定のフィールドに値を入力しなければなら
ない場合があります。

重要項目:

新規レコードを作成した後にリンクしているレコードのフィールドの値を変
更しても、新規レコードのフィールドの値は変更されません。

［作成］ボタンをクリックした後で、新規レコードの詳細画面内にあるリン
クしているレコードを選択しても、フィールドのデフォルト値は再計算され
ません。

管理者は、リンクしているレコードの情報を使って計算したデフォルト値
を、テーブル内のフィールドに直接割り当てることができます。

これらのデフォルト値は、計算式に使う「リンクしているフィールド」に値
を入力した時点で自動的に計算されます。
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注意:

Assetbenter?rerverによって多くのタスクが自動的に実行されます。これらの
自動機能の優先順位が、フィールドのデフォルト値より高い場合がありま
す。。

切り取り
Assetbenterの［切り取り］コマンドを使うと、次の操作を実行できます。
• テキストの切り取り
• 詳細画面内のリストのレコードの切り取り

テキストを切り取る
テキストを切り取って、クリップボードに入れるには、切り取るテキストを
選択し、［編集／切り取り］コマンドを使います。［編集／貼り付け］コマ
ンドを使うと、クリップボード内のデータを元に戻すことができます。

注意:

このコマンドのショートカットキーは、［btrlJw］キーです。

詳細画面内のリストからレコードを切り取る
この機能は、詳細画面の特定のタブページに表示されるリストで使うことが
できます（例：リース資産のリスト、特定の場所にある資産のリストなど）。

詳細画面のリストからレコードを切り取って、クリップボードに入れるに
は、次の手順に従います。
P 切り取るレコードを選択します。
2 ［編集／切り取り］コマンドを使います。
R ［変更］をクリックして、変更を保存します。

警告:

場合によっては、ターゲットレコードへのリンクだけが削除され、リンク先
のレコードはそのまま残ることがあります（例：資産の詳細画面の［契約］
タブページに表示される契約）。レコードそのものが削除されることもあり
ます（例：資産の詳細画面の［コスト］タブページの経費明細）。

［編集／貼り付け］コマンドを使うと、クリップボード内のレコードを元に
戻すことができます。
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注意:

メインリスト内のレコードおよび画像に［編集／切り取り］コマンドを使う
ことはできません。

コピー
Assetbenterの［コピー］コマンドを使うと、次の操作を実行できます。
• テキストをコピーする
• 詳細画面内のリストまたはメインリストからレコードをコピーする

テキストをコピーする
クリップボードにテキストをコピーするには、テキストを選択してから、
［編集／コピー］コマンドを使います。

注意:

このコマンドのショートカットキーは、［btrlJb］キーです。

リストからレコードをコピーする
メインリストまたはタブページのリストからレコードをコピーするには、レ
コードを選択してから［編集／コピー］コマンドを使います。

コピー時は、列の順序が維持されます。

注意:

画像に［編集／コピー］コマンドを使うことはできません。

貼り付け
Assetbenterの［貼り付け］コマンドを使うと、次の操作を実行できます。
• テキストの貼り付け
• 詳細画面内のリストへのレコードの貼り付け

注意:

メインリスト内のレコードおよび画像に［編集／貼り付け］コマンドを使う
ことはできません。
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テキストを貼り付ける
クリップボードからテキストを貼り付けるには、［編集／貼り付け］コマン
ドを使います。テキストは、カーソルのある場所に貼り付けられます。

注意:

このコマンドのショートカットキーは、［btrlJu］キーです。

詳細画面内のリストにレコードを貼り付ける
この機能は、詳細画面の特定のタブページに表示されるリストで使用できま
す（例：特定の場所にある資産のリストなど）。

クリップボード内のデータをタブページ内のリストに貼り付けるには、［編
集／貼り付け］コマンドを選択してから、［変更］をクリックして変更を確
定します。

詳細画面内のリストに貼り付ける前の注意事項
• ユーザは、コピーまたは切り取ったレコードのフィールドを、詳細画面
のリストの列順に合わせて並べ替えることができません。そのため、貼
り付け先のリストの列構造に対応するように貼り付けるデータを調整し
ておくことが重要になります。例えば、カーソルを詳細画面のリストのP
列目に置いてデータを貼り付けると、P列目のデータは詳細画面のリスト
のP列目に、Q列目のデータは、詳細画面のリストのQ列目にというよう
に、カーソルの位置を起点にして順番に貼り付けられます。

• 詳細画面のリストの列のうち、データの貼り付け先となる最初の列にカー
ソルを置き、貼り付ける列数と、貼り付け先の列数（貼り付け開始列か
ら右方向に数えた列数）が同じであるることを確認してください。

• 詳細画面のリスト内のレコードを選択したままレコードを貼り付けると、
選択しているレコードが貼り付けたレコードに置き換えられます。置き
換えない場合は、貼り付ける前に、リスト内のデフォルトで選択されて
いるレコードなどの選択を必ず解除してください（選択を解除するには、
［btrl］キーを押しながらレコードをクリックします）。

• メインリストのテーブルと詳細画面リストのテーブルの各フィールドが
直接リンクされている場合は、詳細画面のリストにデータを貼り付ける
ことができます。反対に、両方のテーブルのフィールドが直接リンクさ
れていない場合は、詳細画面のリストにデータを貼り付けることはでき
ません。例えば、資産と書類のテーブルはリンクしているので、資産の
［書類］タブにデータを貼り付けることができます。しかし、契約の［資
産］タブにデータを貼り付けることはできません。これは、契約のテー
ブルと資産のテーブルの間に中間テーブル［契約上の資産］があるため
です。

TW AssetCenter SMR - はじめに

AssetCenter



テキストを削除する
クリップボードに切り取らずにテキストを削除するには、通常の削除キーを
使います。テキストを削除するには、テキストを選択し、［編集／切り取
り］コマンドを使いますGショートカットキー：?［cel］キーH。

注意:

メインリスト内のレコードおよび画像に［編集／貼り付け］コマンドを使う
ことはできません。

日付のデータ入力規則
• vindo•sのコントロールパネルを使って、日、月、および年の入力および
表示順形式を定義します。日付を入力するときは、定義した順番に従い
ます。

• 日、月、および年を系統的に入力する。
• 日、月、および年を区切るには、スラッシュ（N）、コロン（:）、セミコ
ロン（;）、またはスペースのいずれかPつを区切り文字として使います。

• P桁の年、日、または月の前に「O」を入力する必要はありません。
• 年はQ桁またはS桁で入力できます（例：PXXUまたはXU）。OOからSXの数
値はQOOO年からQOSX年になります。TOからXXの数値はPXTO年からPXXX年
になります。

• 今日の日付を入力するには、［btrl?J?M］キーを押します。

期間の単位のデータ入力規則
Assetbenterでは、期間に次の単位を使います。
• 秒：秒¦s¦sec¦secs
• 分：分¦mn¦min¦mins
• 時間：時間¦h¦hr¦hrs
• 日：日¦d¦d\y¦d\ys
• ヶ月：ヶ月¦m¦month¦months
• 年：年¦y¦ye\r¦ye\rs

単位と値の間にスペースを入れる必要はありません。

単位を入力する必要はありません。この場合、デフォルトの単位が適用され
ます。例えば、作業指示に使われるデフォルトの単位は時間です（作業指示
の詳細画面の［トラッキング］タブにある［スケジュール］サブタブの時間
フィールド）。
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使用が許可される単位は内容によって異なります。許可されていない単位で
値を入力すると、許可されている単位に変換されます。例えば、作業指示の
詳細画面の［トラッキング］タブにある［スケジュール］サブタブの時間
フィールドでは、時間または分しか表示されません。「Pヶ月」と入力する
と、「VQO時間」に置き換えられます。

注意:

「期間」タイプのすべてのフィールドは、秒単位で保存されます。

期間の変換は、P年をPQヶ月、Pヶ月をRO日（したがってP年=RUO日）と見な
して計算します。

時刻のデータ入力規則
時、分、および秒を使うことができます。

それぞれをコロン（:）で区切ります。

「日付+時刻」フィールドのデータ入力規則
これらのフィールドは［日付］フィールドとは別に処理されます。

［日付J時刻］フィールドの入力形式は次のとおりです。

c\tez[rep\r\tor]zgour||

使用可能な区切り文字はピリオド（M）、スラッシュ（N）、セミコロン（;）、
カンマ（K）、コロン（:）、ハイフン（L）のいずれかです。

cateは日付を表す文字列で、シンタックスは次のとおりです。

xx[rep\r\tor]yy[rep\r\tor]zz

xx、yy、およびzzは、整数を表す文字列です。

simeは時刻を表す文字列で、シンタックスは次のとおりです。

hourz[rep\r\tor]zminutez[rep\r\tor]zsecondz[rep\r\tor]zmillisecondz[rep\r\tor
]|||||||

hour、minute、second、millisecondは、整数を表す文字列です。

次の規則が適用されます。
• 月、日、および年の入力順序は、vindo•sのコントロールパネルを使って
定義する。日付を入力するときは、この順序に従います。

• 日、月、および年を系統的に入力する。
• P桁の年、日、または月の前に「O」を入力する必要はありません。

U0 AssetCenter SMR - はじめに

AssetCenter



• 年はQ桁またはS桁で入力できます（例：PXXUまたはXU）。OOからSXの数
値はQOOO年からQOSX年になります。TOからXXの数値はPXTO年からPXXX年
になります。

• 今日の日付を入力するには、［btrl?J?M］キーを押す。

画像
Assetbenterでは、次のR種類の形式の画像をレコードに添付できます。
• PU色またはQTU色のビットマップファイル（ファイル拡張子はMbmp）。素
早く表示できるのが特長です。

• vindo•sメタファイル（ファイル拡張子はMmtf）。ベクトル形式の画像
で、表示に多少時間がかかりますが、サイズを変更しても画質が劣化し
ないのが特長です。

• アイコン（ファイル拡張子はMico）

推奨する画像の詳細
• ［写真］タブでは、R種類のどの形式の画像でも使用できます。
• レコードの種類を示すための小さな画像（レコードの詳細画面の左上に
ある小さな四角い画像）の最大サイズは、PUｘPUピクセルまでです。こ
れらの画像には、「Mbmp」形式の画像を使うようにしてください。

• ディスク容量を節約するため、PU色の画像を使うようにしてください。

レコードに画像を関連付ける
レコードに画像を添付するには、次のいずれかの操作を行います。
• 詳細画面の左上にある画像の挿入領域をダブルクリックします。画像ファ
イルを選択できるダイアログボックスが表示されます。

• 画像の挿入領域でマウスの右ボタンをクリックし、ポップアップメニュー
から［画像の選択］を選択します。

添付した画像を削除するには、画像上でマウスの右ボタンをクリックして
ポップアップメニューを表示し、［画像の削除］を選択します。

画像を保存する
添付した画像は、Assetbenterデータベースの［画像］テーブル（rpk名：
\mhm\ge）に保存されます。

画像は添付した時点でAssetbenter専用の形式に変換され、バイナリオブジェ
クトの形に圧縮されます。
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注意:

注：後で画像を編集する予定がない限り、添付する前の元の画像ファイルを
ディスクに保存しておく必要はありません。
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本章では作業環境をカスタマイズする方法を説明します。

本章の内容は以下の通りです。
• 必要な機能のみ選択する
• 画面上での情報の表示方法をカスタマイズする
• 適切なインターフェイスを使用するオプションを定義する

すべてのユーザが、使用しているコンピュータ上で個々にAssetbenterをカス
タマイズできます。これらの変更は、他のユーザのコンピュータ上の
Assetbenterには影響しません。

デフォルトの画面設定に戻す場合は、zツール／画面の最初期化］メニューを
を選択すると、カスタマイズのオプションをセッション中にキャンセルでき
ます。

モジュールを起動する
Assetbenterでは、必要な機能のモジュールだけを選択して、ユーザインター
フェイスを簡略化することができます。

クライアントの各コンピュータでモジュールを個々に起動するには、［ファ
イル／モジュールの起動］メニューを選択します。

�ユーザのコンピュータで
AssetCenterをカスタマイズす
る

3
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モジュールを有効または無効にするには、以下の手順のいずれかを使用して
ください。
• モジュールを左クリックします。
• モジュールを選択して、スペースバーを押してください。

ツールバーをカスタマイズする
ここでは、Assetbenterのツールバーのカスタマイズ方法について説明しま
す。

ツールバーにアイコンを追加する
P ［ツール／ツールバーのカスタマイズ］メニューを選択します。

2 追加するアイコンを含んでいる「カテゴリ」を選択します。

［ツール］枠内にはそのカテゴリに属するすべてのボタンが表示されま
す。［説明］枠には、選択したアイコンの説明が表示されます。

R ［ツール］枠でアイコンを選択し、ツールバーの希望の位置までドラッ
グします。

ツールバーにアイコンが挿入され、それに応じてツールバーのサイズも
変更されます。
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ツールバーからアイコンを削除する
アイコンを選択し、ツールバーの外にドラッグします。それに応じてツール
バーのサイズも変更されます。

ツールバー内のアイコンの位置を変更する
アイコンを選択し、ツールバーの別の位置までドラッグします。ツールバー
が変更され、サイズも変更されます。

ツールバーに境界線を追加する
境界線を追加したい位置の左隣にあるアイコンを選択します。次に、アイコ
ンをアイコンの右半分程度（縦長のツールバーの場合は下半分）ドラッグし
ます。アイコンの前に境界線が追加され、必要に応じてツールバーのサイズ
も変更されます。

注意:

P本の境界線はQつのボタン間に挿入されます。

ツールバーから境界線を削除する
境界線の左隣のアイコンを選択し、境界線の上にドラッグします。ツール
バーから境界線が削除され、必要に応じてツールバーのサイズも変更されま
す。

ツールバーをデフォルト設定に戻す
Assetbenterには、標準ツールバー設定があり、この設定は［標準のツール
バー］チェックボックスをオンにすると選択できます。

チェックボックスをオフにすると、カスタマイズ設定のツールバーが表示さ
れます。
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ツールバーの位置を変更する
Assetbenter画面のどこにツールバーを配置するかは、［ツールバーのカスタ
マイズ］ウィンドウの［配置］タブを使って変更できます。

ボタンをクリックしてツールバーの位置を変更します。［可動ツールバー］
を選択すると、ツールバーを画面上でドラッグすることができます。

タブページをカスタマイズする
詳細画面に表示するタブページとその表示順をAssetbenterのユーザのコン
ピュータごとにカスタマイズすることができます。タブページの表示をカス
タマイズしても、他のコンピュータ上の設定は変わりません。

タブページの表示を変更するには、［ツール／タブページの設定］ショート
カットメニューまたはメニューの［ツール／タブページの設定］タブを使用
します。
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図 3.1. 詳細画面のタブページの選択

• 非表示のタブページを表示するには、タブページ名を左側のリストで選
択しダブルクリックします。

• 表示されているタブページを非表示にするには、タブページ名を右側の
リストで選択しダブルクリックします。

• タブページの表示順を選択するには、項目を選択し、矢印ボタンを使っ
て項目をPつずつ希望の位置に移動させます。リストで最上位のタブペー
ジが詳細画面の一番左に表示されます。

一般的なオプション
Assetbenterオプションのパラメータを変更するには、［編集／オプション］
メニューを使用します。

オプションの内容を知るには、
P ［編集／オプション］メニューでオプションのウィンドウを表示します。
2 オプションを選択します。
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R オプションのウィンドウに表示される［説明］フィールドを参照します。

オプションを変更するには、
P ［編集／オプション］メニューでオプションのウィンドウを表示します。
2 変更するオプションを選択します。
R ［値］の列をクリックします。
S リストがある場合にはリストから値を選択します。またはキーボードで
値を入力します。

注意:

［nK］をクリックすると、オプションウィンドウで変更された内容が保存
されます。

ボタンの機能
• ［リセット］：全オプション値がデフォルト値へ戻され、リセットされ
た値が保存されます。

警告:

リセットをキャンセルすることはできません。

オプションの一部のみをリセットすることはできません。

• ［適用］：全オプション値を保存しますが、ウィンドウは開いたままに
なります。

警告:

この操作をキャンセルすることはできません。

• ［nK］：全オプション値を保存し、ウィンドウを閉じます。

管理者用の情報
オプションには次の種類があります。
• データベースから独立したオプション

オプション値は、オプションを定義するコンピュータのハードディスク
に保存されます。

• データベースに依存するオプション

オプション値はデータベース内に保存され、オプションの変更時に使用
されたログインへ関連付けられます。

他のユーザが別のコンピュータからデータベースへ接続しても、同一の
ログインを使用する場合、同じオプション値を使用することになります。
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ヒント:

オプションがデータベースから独立しているかどうかを確認するには、
P データベースは接続せずにAssetbenterを起動します。
2 ［編集／オプション］メニューでオプションのウィンドウを表示します。
R この状態でオプションのリストを開きます。表示されるのはデータベー
スから独立したオプションで、これらはオプションを変更するコンピュー
タのハードディスクに保存されます。

ボタンのカスタマイズ
画面上のボタンは、以下のオブジェクトタイプのどれにでも関連付けること
ができます。
• アクション
• 画面
• ビュー
• 書式
• レポート

ボタンの主機能は有効なままです（例えば、［複製］ボタンはレコードを複
製します）。ただし、 、 および? ボタンは例外で、関連付けを行うと主
機能は実行されなくなります。

オブジェクトは以下のように関連付けされます。
• ［新規作成］ボタンと［複製］ボタンの主機能の前。
• ［作成］、［変更］および［作成／複製］ボタンの主機能の後。

関連するオブジェクトの実行でエラーが発生した場合、ボタンの主機能は実
行されないこともあります。

必要条件
ボタンを変更してオブジェクトを関連付けるには、次の手順に従います。
P オプションウィンドウを表示します（［編集／オプション］）。
2 オプション［編集／プロセスの設定を可能にする］を選択します。
R 値を［はい］に設定します。
S ［nK］をクリックします。
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オブジェクトのボタンへの関連付け
オブジェクトをボタンに関連付けるには、次の手順に従います。
P ボタンが属する画面を表示します（［ポートフォリオ／コンピュータ］
など）。

2 変更するボタンを右クリックし、ポップアップメニューから［カスタマ
イズ］を選択します。

R 関連付けるオブジェクトを選択します。
S ［nK］をクリックします。

ボタンに関連付けられたオブジェクトの変更
ボタンに関連付けられたオブジェクトを変更するには、次の手順に従いま
す。
P ボタンが属する画面を表示します（［ポートフォリオ／コンピュータ］
など）。

2 変更するボタンを右クリックし、ポップアップメニューから［編集］を
選択します。

R 新たに関連付けするオブジェクトを選択します。
S ［nK］をクリックします。

ボタンに関連付けられたオブジェクトの削除
ボタンに関連付けられたオブジェクトを削除するには、次の手順に従いま
す。
P ボタンが属する画面を表示します（［ポートフォリオ／コンピュータ］
など）。

2 変更するボタンを右クリックし、ポップアップメニューから［カスタマ
イズ設定の削除］を選択します。

警告:

確認を求められることはありません。

補足情報
ボタンに対する変更はただちにデータベースに保存されます。［管理／デー
タベース設定の保存］メニューを使用する必要はありません。
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カスタマイズウィンドウに表示されるオブジェクトは、機能ドメインの順番
に並べられます。

Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torでは以下のことも可能です。
• 画面に新規ボタンを追加する
• オブジェクトをボタンに関連付ける

詳細については、以下を参照してください。
• マニュアル『管理』の「データベースのカスタマイズ」の章の「既存の
オブジェクトのカスタマイズ／オブジェクトのカスタマイズ／詳細のカ
スタマイズ／ボタン」の節。

• マニュアル『管理』の「データベースのカスタマイズ」の章の「新規オ
ブジェクトの作成／アクションボタンの作成」の節。

ユーザ設定
デフォルトでは、ユーザが初めてデータベースに接続したときに、Assetbenter
はユーザ設定を［amrysbonfig］テーブルに保存します。ユーザが設定（オ
プション、ウィンドウサイズ、有効モジュール、リストおよびサブリスト設
定、フィルタとビューなど）を変更すると、データベースの対応するレコー
ドが更新されます。

ユーザが設定を更新できないようにし、デフォルトの設定を定義するには、
次の手順に従います。
• Assetbenterをカスタマイズして、必要なユーザ設定を作成します。この
設定を標準の設定として使用します。

• ［管理／画面一覧］メニューを選択します。
• ［amrysbonfig］テーブルを選択します。
• ［セクション］がtserで始まるすべてのレコードを選択して複製します。

注意:

この複製の目的は、元のユーザ設定を保存しておくことです。

• ［amrysbonfig］テーブルの［dmployeehd］の値をOに設定するアクション
を定義します。これは、設定をすべてのユーザに適用するように指定す
るためです。このためには、次の手順に従います。
• ［ツール／アクション／編集］メニューを選択します。
• ［新規作成］をクリックし、アクションの［名前］を定義し（例え
ば、［bonfig］）、［コンテキスト］として［amrysbonfig］を選択
し、［タイプ］として［スクリプト］を選択します。

• ［スクリプト］タブで、次のスクリプトを入力します。
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ret?zldmplcepthd|=O

• ［作成］をクリックして作成を終了します。

• 先ほど複製したレコードに対してこのアクションを実行します。
• すべてのユーザに対して、［amrysbonfig］テーブルに対する読取り専用
のユーザ権限を定義します。

注意:

ユーザ権限の定義の詳細については、マニュアル『管理』の「データベー
スへのアクセスの管理」の章を参照してください。

重要項目:

この手順が有効なのは、まだデータベースに接続したことがないユーザに対
してだけです。これらのユーザは［amrysbonfig］テーブルにまだレコード
を持っていないからです。すでにデータベースに接続したことのあるユーザ
の場合、ユーザ設定がテーブルに保存されています。これらの設定を無効に
してデフォルトの設定を適用するには、そのユーザに対応するレコードを削
除する以外に方法がありません。
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本章では、Assetbenterでレコードをフィルタを用いて検索する方法について
説明します。

本章の内容は以下の通りです。
• フィルタウィザードの使用
• 使用可能なフィルタの種類
• 一般的なフィルタの使用方法
• 検索を絞り込むために複数のフィルタを使用する

クエリウィザード（QBd）
開いたときの画面に、ウィザードから適用されるクエリによってフィルタを
かけることができます。

このウィザードは以下の働きをします。
• テーブルで用いられる主なフィールドをグループ分けします。
• フィールドに対するすばやいクエリを可能にします。
• 編集可能で柔軟にカスタマイズできます（［ツール／アクション／編集］
メニュー）。

デフォルトでフィルタにかけられるテーブルは以下の通りです。

�テーブル内で項目を検索するS
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• 従業員
• ポートフォリオ品目
• コンピュータ
• 作業指示

実際には、すべてのテーブルにフィルタをかけることができます。

クエリウィザードでのデータの表示
クエリを実行すると、ウィザードで指定された条件に基づいてテーブルに
フィルタがかけられます。

フィルタをかけずにすべてのデータを表示するには、次の手順に従います。
• クエリウィザードが表示されたら、次の手順に従います。
• ［キャンセル］をクリックします。

または
• クエリウィザードのフィールドに何も指定せずに［終了］をクリック
します。

• フィルタされた画面を使用するには、以下の手順に従います。
• 画面を閉じて再び開きます。

クエリウィザードを無効にします。
画面を開いたときにクエリウィザードを無効にするには、次の手順に従いま
す。
• ［クエリウィザードを有効にする］フィールド（［編集／オプション／
ナビゲーション］メニュー）の値を変更します。

クエリウィザードの動作
ユーザが画面を表示するたびに、Assetbenterはクエリウィザードが画面にリ
ンクされているかどうかをチェックします。

このウィザードが呼び出される溜めぬは、そのrpk名が以下の形式である必
要があります。
• ［searchscreen］、ただし［screen］は画面の名前。

例えば、［amAsset］テーブルに関連している［amAsset］または
［amsysAsset］画面が開かれた場合、アプリケーションは［searchamAsset］
クエリウィザードを探します（［amAsset］画面はユーザが変更可能な画面
であり、［amsysAsset］画面はシステム画面です）。

VS AssetCenter SMR - はじめに

AssetCenter



注意:

クエリウィザードの機能ドメインは、関連するテーブルの機能ドメインと同
じです。

この動作は必須ではありません。

ウィザードの動作の詳細については、本マニュアルのウィザードの概要
z�献?WR|を参照してください。

ウィザードの作成方法については、マニュアル『Assetbenterの高度な使い
方』の「ウィザード」の章の「クエリウィザード（pad）の作成の例」の節
を参照してください。

クエリウィザードの使用例
作業指示テーブル（［ポートフォリオ／作業指示］）は、自動的にフィルタ
にかけられます。

クエリウィザードを使えば、このテーブルの最も重要なフィールドに基づい
てクエリを実行できます。
• 作業指示番号
• ステータス
• 優先度
• タイプ
• 解決予定日

• 作業指示番号に基づくフィルタを使用するには、作業指示リストを参照
できることが必要です。

• 解決予定日は、前、後、日付、例外のSつの条件に基づいてフィルタされ
ます。これらの条件は例であり、変更可能です。

このウィザードの使い方は、テーブルがどのように入力されたか、および実
現されている作業手順に依存します。

検索用フィルタの概要
レコードのリスト（従業員など）を表示するときは、リスト内のすべてのレ
コードまたは選択したレコードだけを表示することができます。レコードを
選択するには、フィルタを使います。

ツリー構造またはリスト形式のいずれの場合でも、同時に複数のフィルタを
使用することができます。
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使用可能なフィルタの種類
フィルタには次の種類があります。
• 標準フィルタ：表示しているリスト専用の規定のフィルタです。例え
ば、部署と従業員のリストを表示している場合は、従業員のみ、部署の
み、または両方を表示できるフィルタを使用できます。

• シンプルフィルタ：このフィルタでは、選択条件をPつだけ指定しま
す。テーブルまたはリンクしているレコードに含まれている情報だけを
選択条件として使います（例えば、従業員のリストの場合、選択条件と
して従業員名は使用できますが、配属先の所在地名は使用できません）。

• クエリフィルタ：このフィルタではユーザが作成するクエリを実行し
ます。クエリを使うと、リストまたはリンクしているテーブル内の複数
の情報を選択条件として組み合わせることができます。

• 専用フィルタ：詳細画面の一部のタブページにはレコードのリスト（任
意管理項目または経費明細）が表示されます。これらのレコードリスト
用のフィルタを、ドロップダウンリストから選択できる場合もあります。
フィルタの条件により、リストの一部のレコードのみを表示できるよう
になります。

図 S.1. 資産の対象となる契約用の専用フィルタ
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フィルタの用途
リストには以下の数種のフィルタを同時に使用することができます。
• 状況に応じて自動的に適用されるフィルタ。詳細画面のフィールド値の
組み合わせに応じて、表示される内容が変化します。例えば、リンクの
ドロップダウンリスト内に表示されるレコード値は自動的に状況に応じ
て変化します。ユーザは、フィルタが適用されていることは直接には分
かりません。

• ユーザプロファイルの「アクセス制限」に応じて適用されるフィルタ。
アクセス制限を適用すると、ユーザプロファイルのクエリで定義されて
いる条件に一致するレコードだけが表示されます。ユーザには、これら
のフィルタが適用されていることは直接分かりません。

• リストにフォアグラウンドで適用するフィルタ（シンプル、クエリ、標
準、専用フィルタ）。表示されているリストの専用メニューから選択し
ます。ユーザにはこれらのフィルタが適用されていることが左側のフィ
ルタ枠ではっきりと分かります。

• リストにバックグラウンドで適用されるフィルタ。ポップアップメニュー
［リストの設定］の［フィルタGvgdRd句H］タブで、フィルタを定義し
ます。フィルタが適用されると、 アイコンがリストの下にカラーで表
示されます（このアイコンを直接クリックすると、［フィルタ］タブが
表示されます）。

フィルタの動作
• フィルタはリストに表示される行の数を減らしますが、列数には影響し
ません。

• 階層構造になっているテーブルは、レコードの従属関係をツリー構造で
表示することができます。フィルタ条件に一致するレコードは明確に表
示され、一致しないレコードは灰色で表示されます。

• メインリストのフィルタを保存する場合は、ビューとして（［ツール］
メニュー）保存します。

• フィルタを適用するには、フィルタの指定領域に表示される? アイコン
をどれかPつ押します。このアイコンが表示されない場合は、指定した
フィルタが自動的に適用されていることを意味します。アイコンが淡色
で表示される場合は、フィルタによる検索が既に実行されたことを示

します。フィルタ条件を変更または追加すると、通常のアイコンに戻り
ます。

• データベースの変更事項をフィルタに反映させるには、［eT］キーを押
すか、または［ウィンドウ／更新］コマンドを使います。
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• 複数のフィルタを同時に適用すると、Amc条件（nRではなく）で適用さ
れます。フィルタでPつのレコードが表示される場合、そのレコードは複
数フィルタのすべての条件を満たす必要があります。

• フィルタを定義する論理的条件を作成するには、以下の比較演算子を使
用します。

表 S.1. 比較演算子

説明演算子
条件に制約はありません（これは特定の場合にのみ表示さ
れます。）

すべて

等しい=
より大きい]
より小さい[
以上]=
以下[=
等しくない[]
=?演算子のように機能し、ワイルドカード文字（任意の文
字列には?D、固有の文字には?_?）を使用できます。例え
ば、場所のテーブルから「横浜ビル」の従属所在地を探す
には、khjd?FN横浜ビルNDF?を使います。

khjd

mns?khjd

注意:

［フルネーム］（rpk名：eullm\me）フィールドおよびコメントなどで
Fkhjd?wF?句のwがPQW文字を超す場合は、rpk?Any•hereでは処理できませ
ん。wがPQX文字以上の場合は、フィルタアプリケーションにより、ncab
エラーメッセージが表示されます。

リストの使用
フィルタを使ってレコードを選択するには、次のQつの方法があります。
• フォアグラウンドでPつまたは複数のフィルタをメインリストに適用す
る。これらのフィルタの定義は、表示しているリストのウィンドウ左側
に表示されます。

• バックグラウンドでクエリフィルタを全リストに適用する。このフィル
タの詳細は表示しているリストのウィンドウには表示されませんが、
アイコンがカラーで表示されるため、フィルタが適用されていることが
分かります。
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注意:

このQつの方法を同時に使うこともできます。フォアグラウンドでPつまたは
複数のフィルタを適用しながら、バックグラウンドでPつのフィルタを適用
することも可能です。

フィルタを削除するには、以下の方法があります。
• リストに適用したすべてのフィルタを削除するには、ポップアップメ
ニューまたはリストの専用メニューから［フィルタなし］メニューを選
択します。

• 適用したフィルタのPつを削除するには、
P 無効にするフィルタの定義上にマウスを置きます。
2 マウスの右ボタンをクリックして、ポップアップメニューを表示しま
す。

R ［このフィルタを削除］を選択します。

• バックグラウンドで適用したクエリフィルタを削除するには、ポップアッ
プメニューから［リストの設定］を選択し、表示される［フィルタ
（vgdRd句）］タブページで? ボタンをクリックすると、バックグ
ラウンドフィルタのApk条件が削除されます。

注意:

Assetbenterはクエリの結果をできる限り高速で表示します。大量のレコード
を含むデータベースでも、データ処理を最適化することにより、即時に結果
を表示することも可能です。結果が表示される速度は、使っているデータ
ベースエンジン、ネットワーク速度、およびデータベースのサイズによって
異なります。

1つまたは複数のシンプルフィルタ適用する
シンプルフィルタはメインリストのみに適用されるため、フォアグランドの
フィルタになります。
P フィルタを適用するレコードのリストを表示します。
2 リストの専用メニュー（［編集］の右側のメニュー）から［シンプルフィ
ルタ］コマンドを選択します。

リストの左上部分にフィルタ定義用の枠が表示されます。
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注意:

フィルタを適用するフィールドまたはリンクにカーソルを置いて右クリッ
クすると、ポップアップメニューが表示されます。［このフィールドで
検索］または、［このリンクで検索］を選択します。 をクリックする
と、対応するレコードがリスト内に表示されます。

R フィルタを適用するオブジェクトを? 右のドロップダウンリストから選
択します。

S ドロップダウンリストから比較演算子を選択します。
T 値を入力します。ドロップダウンリストで選択されたオブジェクトはこ
の値に比較されます。

リンク先のテーブルが階層構造である場合、［ナビゲーション］項目の
［ドロップダウンリストをツリー構造で表示］オプションを選択すると、
リストの下にチェックボックスが表示されます。これをオンにすると、
選択されたオブジェクトの従属項目にもフィルタが適用されます。

U をクリックすると、フィルタが適用されたレコードが表示されます。
V 手順Qに戻って別のフィルタを作成します。

クエリフィルタを作成する
P リストを選択し表示します。
2 専用メニューの［クエリフィルタ］コマンドまたはメインリストのポッ
プアップメニューを使って、フィルタ定義用の枠を表示します。

R フィルタ定義用の枠内の第Pのフィールドにはドロップダウンリストがあ
ります。リストから既存のクエリをPつ選択します。

フィルタ条件を定義するには、クエリのApk式をテキスト用の枠内に入
力します。

Assetbenterでクエリを簡単に作成するには、リスト内で右クリックして、
ポップアップメニュー［リストの設定］を選択するか、またはフィルタ
定義用枠内の? をクリックします。
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図 S.Q. クエリの作成画面

P ［フィルタ］タブ内のフィールドPとQに値を入力し、フィルタの条件
を定義します。演算子はこれらのQフィールドを論理的に比較します。

赤色の矢印をクリックすると、条件がクエリ内に挿入されます。
をクリックするとクエリは削除されます。クエリを確定するには、
［nK］をクリックします。

2 フィルタの適用された資産のリストは以下のようになります。

S をクリックします。
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ウィザードにアクセスするには、［ツール／アクション／編集］メニューを
使い、［ウィザード］タイプのアクションを選択します。

ウィザードの定義
Assetbenterのウィザードを使うと、単純で順序立てて処理する必要のあるタ
スクを簡単に実行できます。ユーザは、画面に表示されるグラフィックの指
示に従って、タスクを段階的に処理することができます。Assetbenterには、
次のタスクを実行できる定義済みのウィザードが用意されています。
• Pつの場所から他の場所にユーザと資産を移動する。ユーザ（従業員）、
対応する割当て資産および新しい設置場所を選択すると、ウィザードに
よってこの情報が取り込まれ、資産とユーザの場所が更新されます。

• 在庫を簡単に管理する。在庫中の資産、ユーザ、設置場所を選択すると、
ウィザードによって、資産が選択された従業員と設置場所に割り当てら
れます。

• 特定のアクションを実行するために必要な情報を収集する。
• レコードの入力を効率的に行う。

�ウィザードの概要T
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注意:

Assetbenterに付属しているウィザードを使用するだけでなく、独自のウィ
ザードを作成することもできます。

ウィザードのユーザ
ウィザードは、通常のユーザだけでなくパワーユーザにとっても非常に便利
な機能です。
• 通常のユーザは、Assetbenterの複雑なメカニズムを理解することなく複
雑なタスクを実行できます。

• パワーユーザは、独自のウィザードを作成するか、社内のニーズに合う
ように既存のウィザードをカスタマイズできます

ウィザードの分類
ウィザードには、次のQつの種類があります。
• Assetbenterデータベースと情報を交換するウィザード
• 独立ウィザード

AssetCenterデータベースと情報を交換するウィザー
ド

このウィザードには、次のQつのタイプがあります。

データ入力ウィザード
このウィザードは、データ入力とレコードの作成を素早く行うことを目的と
しています。例えば、「新規ユーザ」ウィザードは、部署と従業員テーブル
にレコードを作成する手順を示します。従業員に関する情報は、ウィザード
によって収集され、対応するレコードが作成されます。ユーザは、詳細画面
に直接情報を入力する必要はありません。ウィザードが実行します。

データ収集ウィザード
特定のアクションでは、Assetbenterデータベースの値または変数の値が必要
です。データ収集ウィザードを使うと、必要な情報を簡単に収集し表示でき
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ます。例えば、「移動」ウィザードでは、移動する資産、これらの資産の
ユーザ、新しい設置場所に関する情報が収集されます。この情報に基づい
て、データベースのデータが変更されます。

独立ウィザード
独立ウィザードは、基本的に、計算の実行や情報の表示に使われます。例え
ば、ユーザが入力したQつの値の合計を計算する「合計」ウィザードを作成
することができます。
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本章では、Assetbenterのビューの使用方法について説明します。

ビューのリストを表示するには、［ツール／ビュー］メニューを選択しま
す。

�ビューの使用方法6

AssetCenter SMR - はじめに WV



図 6.1. ビューに保存される項目

ビューの定義
ビューを使うと、リストの次の表示条件を保存することができます。
• 表示モード：［ツリー構造で表示］または［リスト形式で表示］
• 表示モード：［詳細のみ］、［リストのみ］、または［リストと詳細］
• 並べ替えの基準
• 適用するフィルタとフィルタの値
• リストと表示列の幅
• ウィンドウのサイズ

ビューを作成すると、定期的に作成する必要のあるレポートを簡単に作成で
きます。一度ビューを保存すると、毎回同じレイアウトでビューを印刷でき
ます。

例
• QO万円を超す未割当ての資産のリストをツリー構造で表示する。
• e\xを設置しているすべてのオフィスのリストを、オフィス番号、e\xの
モデル、およびユーザ名と一緒に表示する。
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ビューを作成する
P ビューとして保存する条件でリストを表示します。
2 ［ツール／ビュー／現在のウィンドウから作成］メニューを使ってリス
ト画面を保存します。

警告:

リストを表示した後で表示パラメータのどれかを変更した場合、パラメータ
の最新の変更を反映してビューを作成するには、リストをいったん閉じてか
ら開き直す必要があります。

これは、リスト表示パラメータはリストを閉じたときに保存されるからで
す。ビューは保存されたパラメータに基づいて作成されます。

ビューのテーブルへのアクセス権限を持つAssetbenterのユーザ全員がビュー
を作成できます。他のユーザがビューにアクセスできるようにするかどうか
は、ビューの作成者が決定します。Assetbenterの管理者は、ユーザが非公開
に設定したビューも含め、全ユーザが作成したビューを表示、変更、および
削除できます。

ビューを表示する
［ツール／ビュー］メニューから表示するビューを選択します。

メニューに表示されるビューは、自分で作成したビューと他の作成者が公開
しているビューだけです（［メニューに表示］（rpL名：buisible）オプショ
ンをオンにする必要があります）。

ビューは、保存したすべてのパラメータを使って表示されます。

同じ情報のリストが既に表示されている場合でも、新しいウィンドウが表示
されます。ウィンドウタイトルにはビューの名前が表示されます。

注意:

ツールバーの? ボタンを使って、ビューのリストを表示することもできま
す。このボタンをクリックすると、最後に表示したビューのアイコンが表示
されます。
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ビューを削除する
• 方法（P）
P ビューを表示します。
2 ［ツール／ビュー／現在のビューをはずす］メニューを使って、ビュー
を削除します。

• 方法（Q）
P ［ツール／ビュー／編集］メニューを選択して、ビューのテーブルを
表示します。

2 削除するビューを選択します。
R ［削除］をクリックします。

ビューを変更する
P ビューの画面を表示します。
2 ビューを変更します。
R ［ツール／ビュー／現在のビューを変更］メニューを使って変更を保存
します。
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ビューを編集する（管理者向け）
管理者は、［ツール／ビュー／編集］メニューを用いて既存のすべてのビュー
のリストにアクセスすることができます。

管理者は、選択したビューの詳細画面の各フィールドに値を入力しなければ
なりません。
• 名前：ビューに名前を付けます。
• rpk名：rpk名でビューに名前を付けます。
• テーブル：ビューの適用先のテーブルを指定します。
• ドメイン：機能ドメインのテーブルから選択されたドメインをビューに
関連付けます。

• 作成者：従業員のテーブルからビューの作成者を選択します。
• 共有しない：このチェックボックスがオンになっていると、管理者以外
のユーザはビューを使用できません。

• メニューに表示：このチェックボックスをオンにすると、［ツール／
ビュー］メニューまたは? ボタンを使ってビューにアクセスできるよう
になります。

画面上のボタンへのビューの関連付け
画面上のボタンにビューを関連付けるにはいくつかの方法があります。

詳細については以下を参照してください。
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• 本マニュアルのボタンのカスタマイズ z�献?UX|の節。
• マニュアル『管理』の「データベースのカスタマイズ」の章の「既存の
オブジェクトのカスタマイズ／オブジェクトのカスタマイズ／詳細のカ
スタマイズ／ボタン」の節。

• マニュアル『管理』の「データベースのカスタマイズ」の章の「新規オ
ブジェクトの作成／アクションボタンの作成」の節。
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概要

スケジュールのグラフィック表示とは
スケジュールのグラフィック表示とは、開始日時と終了日時、場合によって
は期限を含むイベントを表記する機能です。

これらのイベントは、Pつの独立したレコードまたは複数のレコードに関連
します。

例
• 従業員の不在
• 契約期間

スケジュールのグラフィック表示のページは、単純なデータ（開始日時、終
了日時、場合によっては期間）を表示するだけです。

このページには、緻密な計画作成の機能（全工程の管理など）はありませ
ん。

�スケジュールのグラフィック
表示7
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スケジュールのグラフィック表示がデフォルトで設定され
ている箇所
スケジュールのグラフィック表示は、デフォルトで以下のテーブルの詳細画
面で使用可能になっています。
• 従業員（rpk名：\mdmplcept）：［不在のプレビュー］タブでは不在を
表示できます。

• 作業指示（rpk名：\mvorknrder）：［プレビュー］タブでは、スケジュー
ル付きの作業指示を表示できます。

• 契約（rpk名：\mbontr\ct）：［プレビュー］タブでは、契約でスケジュー
ルが規定された作業指示を表示できます。

• プロジェクト（rpk名：\moroject）：［プレビュー］タブではプロジェ
クトを表示できます。

スケジュールのグラフィック表示のページを追加できる箇
所
スケジュールのグラフィック表示のページを、以下の箇所に追加することが
できます。
• テーブルの詳細画面（Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを使って追加す
る）

• ウィザード（Assetbenterを使って追加する）

追加は、少なくとも以下の情報がある場合に可能になります。
• 開始を格納するフィールド（日付のみまたは日付と時刻）
• 終了を格納するフィールド（日付のみまたは日付と時刻）
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スケジュールのグラフィック表示のページの使用

図 7.1. スケジュールのグラフィック表示 L 画面

レコードを複数選択してスケジュールをグラフィック表示します。

の枠の一番左側に表示する最初の日付を選択します。

時間の縮尺を変更するには、スライダを左右に移動させるか、スライダの
右側か左側をクリックするか、 枠をアクティブにしてから［btrl］を押し
ながらマウスホイールを回します。

時間縮尺を左に移動する（前の時間に移動する）には、 をクリックする
か、 枠をアクティブにしてからマウスホイールを上に回します。

時間縮尺を右に移動する（後の時間に移動する）には、 をクリックする
か、 枠をアクティブにしてからマウスホイールを下に回します。

［就業日］オプションをオンにすると休日が非表示になります。オフの場
合休日は濃灰色で表示されます。［就業日］オプションは、 の［縮尺］に
応じて使用可能または使用不可能になります。
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［就業時間］オプションをオンにすると勤務時間のみが表示されます。
［就業時間］オプションは、 の［縮尺］に応じて使用可能または使用不可
能になります。

のリストで選択されたレコードに関連するイベントのグラフィック表
示。
• 横棒? は、イベントの開始と終了の間の期間を表しています。

イベントの開始と終了を定義するフィールドは、スケジュールのグラ
フィック表示のページで定義される内容に依存します。

横棒? 上にポインタを置くと、イベントの重要な情報がヒントで表示
されます。

横棒? をサイズを変えずに（すなわち、イベントの期間を変更せず
に）移動させるには、マウスで棒を選択して動かします。イベントの開
始と終了の日付のみが変更され、イベントの期間はそのままになります。

開始日時のみを変更する場合は、横棒? の左側にマウスポインタ置き
ます。ポインタの形状が変化したら、左ボタンをクリックしてポインタ
を移動させます。終了日時は変更しません。

終了日時のみを変更する場合は、横棒? の右側にマウスのポインタを
置きます。ポインタの形状が変化したら、左ボタンをクリックしてポイ
ンタを移動させます。開始日時は変更しません。

データベースに変更事項を保存するには、［変更］ボタンで確定する必
要があります。

イベントの詳細を新しいウィンドウに表示するには、 をダブルクリッ
クします。

テーブル構造によっては、イベントをある行から別の行にドラッグでき
る場合があります。スケジュールのグラフィック表示?L?画面 z�献?XT|の
図の例では、これによって作業指示を別の技術者に割り当てます。

• 赤色の丸印? と緑色の丸印? は期限を表します。これは、スケジュールの
グラフィック表示のページ用に期限が定義されている場合です。例えば、
作業指示の［解決予定期限］（rpk名：dtResolkimit）フィールドで定義
する場合などです。「従業員の不在」の場合には表示されません。

期限が遵守されていない場合、丸印は赤になります。

期限が遵守されている場合は緑色になります。
• 赤い角印? と緑の角印? は、期限が存在することを表します。各角印は、
同じ色の丸印に関連付けられています。

イベントの開始時用に期限が定義されていると、角印は横棒? の左に
位置します。

イベントの終了時用に期限が定義されていると、角印は横棒? の右に
位置します。

角印が関連する期限が遵守されていない場合、角印は赤になります。
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期限が遵守されている場合は緑色になります。
• 緑の三角形? と? は、表示パラメータのために? 枠に表示されないイベ
ントを示します。

• 赤い各印? は、Qつのイベントが重なる領域を示します。
• 緑のバー? は、イベントの進行割合を示します。

警告:

進行状況バーが表示されるのは、バー? が画面内に完全に含まれてい
る場合だけです。

実用例
以下の実用例では、スケジュールのグラフィック表示の機能を説明します。

実用例の手順
実用例では以下の操作を実行します。
P グループをPつ作成する
2 技術者をQ人作成する
R 作業指示をQつ作成する
S 作業指示の重要な日付を表示する
T 重要な日付の一部を画面で変更する

手順1 L グループの作成
P Assetbenterを起動します。
2 デモ用データベースへ接続します。
R グループのリストを表示します（［ポートフォリオ／グループ］）。
S グループをPつ作成し、以下のフィールドにデータを入力します。

値フィールドのrQL名フィールドの名前
実用例?L?グループm\me名前

T ウィンドウを閉じます（［閉じる］ボタン）。

手順Q L 技術者の作成
P 従業員のリストを表示します（［ポートフォリオ／部署と従業員］）。
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2 従業員をQ人作成し、以下のフィールドにデータを入力します。

作業指示Qの
値

作業指示1の値フィールドま
たはリンクの
rQL名

フィールドま
たはリンクの
名前

タブ

田中俊夫森川俊三m\me名前
実用例?L?グ
ループ

実用例?L?グループdmplfroupsグループのメ
ンバー

グループ

R ウィンドウを閉じます（［閉じる］ボタン）。

手順3 L 作業指示の作成
P 作業指示のリストを表示します（［ポートフォリオ／作業指示］）。
2 作業指示をQつ作成し、以下のフィールドにデータを入力します。

作業指示Qの
値

作業指示1の値フィールドの
rQL名

フィールドの
名前

タブ

boQboPvnmo作業指示moM
QOOQNOWNPX
PP:OO:OO

QOOQNOWNPX?PP:OO:OOdtmotif報告日

QOOQNOWNQR
PV:OO:OO

QOOQNOWNQO?PV:OO:OOdtResolkimit解決予定期限

内部メンテナ
ンス

内部メンテナンスsesypeタイプ全般

修理問題点の分析sitleタイトル全般
田中俊夫森川俊三bont\ct技術者トラッキング

／技術者
QOOQNOWNQP
PS:OO:OO

QOOQNOWNQO?PS:OO:OOdtrchedeixrt\rt開始予定日トラッキング
／スケジュー
ル

QOOQNOWNQQ
PV:OO:OO

QOOQNOWNQP?PQ:OO:OOdtrchedeixed終了予定日トラッキング
／スケジュー
ル

手順S L Qつの作業指示のスケジュールの表示
P 実用例Pと実用例Qの作業指示を両方選択します。
2 ［プレビュー］タブページを選択します。
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図 7.Q. スケジュールのグラフィック表示 L 作業指示での例

R ［縮尺］スライダと、? および? ボタンを使って、Qつの作業指示の全
期間を表示します。

［縮尺］スライダを使う代わりに、 枠を有効にしてから［bsRL］キー
を押しながらマウスホイールを回すこともできます。

また、 および? ボタンの代わりにマウスホイールを使うこともできま
す。

ページの解読方法は以下の通りです。
• 横棒? は、作業指示の開始予定日（rpk名：dtrchedeixrt\rt）と終了予
定日（rpk名：dtrchedeixed）を表しています。

横棒の色は、選択された技術者に応じて変化します。
• 赤い丸印? と緑の丸印? は、期限（［解決予定期限］（rpk名：
dtResolkimit）フィールドの日付）を表しています。

• 赤い角印? と緑の角印? は、期限が存在することを表しています。
• 作業指示「実用例P」の丸印? と角印? は、終了予定日（rpk名：
dtrchedeixed）が解決予定期限（rpk名：dtResolkimit）よりも後のため、
赤色になっています。
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• 作業指示「実用例Q」の丸印? と角印? は、終了予定日（rpk名：
dtrchedeixed）が解決予定期限（rpk名：dtResolkimit）よりも前のため、
緑色になっています。

手順S L 日付を画面で変更する
P 作業指示のリストを表示します（［ポートフォリオ／作業指示］）。
2 実用例Pと実用例Qを両方選択します。
R ［プレビュー］タブページを選択します。
S 「実用例P」の横棒? の内側にマウスのカーソルを置き、左ボタンで
横棒全体を移動させます。

変更事項を［変更］ボタンを使って確定します。

［開始予定日］と［終了予定日］フィールドが変更されます。
T 「実用例Q」の横棒? の左側にマウスポインタを置くと、ポインタの
形状が変化します。左ボタンをクリックしてポインタを移動させます。

［開始予定日］フィールドの値は変更されますが、［終了予定日］フィー
ルドは変わりません。

U バーをダブルクリックすると、作業指示の詳細を表示した新しいウィ
ンドウが開きます。

スケジュールのグラフィック表示のページ機能をカ
スタマイズする

スケジュールのグラフィック表示の全ページの機能を設定するオプション
は、［編集／オプション］メニューの［表示／スケジュールのグラフィック
表示］項目で定義できます。

注意:

土曜日と日曜日は休日として表示されます。これは変更不可能です。
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本章では、Assetbenterでデータを印刷する方法について説明します。

［ファイル／印刷］メニューまたは［btrlJo］キーを使うと、フィルタや列
の設定内容を適用して、全メインリストまたはレコードの一部を印刷できま
す。

AssetbenterではQつのレイアウトを使用できます。
• 内部書式：この書式用のリストや詳細のテンプレートは書式のテーブル
に含まれています。

［ツール／レポート機能／書式］メニューで書式のテーブルにアクセス
すると、書式を作成、変更または削除できます（『Assetbenterの高度な
使い方』マニュアルの書式に関する章を参照してください）。

• bryst\l?Reportsのレポート書式：この書式用のリスト、詳細、グラフ、例
のテンプレートはレポートのテーブルに含まれています。

使用可能なレポートを参照するには、［ツール／レポート機能／レポー
ト］メニューでレポートのテーブルを開きます。bryst\l?Reportsでは新規
レポートを追加作成できるため、内部書式よりも多彩な書式の設定が可
能になります。

�データの印刷W
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リストの情報を印刷する
P メインリストを表示します。
2 ［ファイル／印刷］メニューを選択しますGショートカットキー：
［bontrol］ J?［o］H。

R ［タイプ］のドロップダウンリストから、書式をPつ選択します。
• 詳細（内部）：メインリスト全体または選択したレコードの情報を、
「詳細」テンプレートに基づいて印刷します。

［書式］フィールドには、印刷するメインリスト用の詳細書式（［書
式］テーブルから選択されます）が表示されます。書式は印刷の内容
と書式を指定します。

• リスト（内部）：メインリスト全体または選択したレコードの情報
を、「リスト」テンプレートに基づいて印刷します。

［書式］フィールドには、印刷するメインリスト用のリスト書式（［書
式］テーブルから選択されます）が表示されます。書式は印刷の内容
と書式を指定します。

• 詳細レポートGbryst\l?ReportsH：メインリストのPレコードを、詳細テ
ンプレートに基づいて印刷します。

複数のレコードを印刷するには、各レコードごとに印刷の手順を繰り
返す必要があります。印刷用ダイアログボックスの［書式］フィール
ドには、参照テーブル付きのレポートが表示されます。ここに表示さ
れるレポートの［テーブル］（rpk名：s\blem\me）フィールド（［レ
ポート］テーブル内）は、印刷する現在のテーブルに一致します。レ
ポートは印刷の内容と書式を指定します。

• 規定レポートGbryst\l?ReportsH：全てのレポート用テンプレートから印
刷するテンプレートを選択できます。

選択されている現在のメインリストとは無関係に印刷が実行されま
す。印刷用ダイアログボックスの［書式］フィールドには、参照テー
ブルを明記しないレポートが表示されます。［レポート］テーブル内
の［テーブル］（rpk名：s\blem\me）フィールドが空の場合のみ、
レポートがこのフィールドに表示されます。レポートは印刷の内容と
書式を指定します。

S ［書式］のドロップダウンリストから書式を選択します。
T ［印刷］をクリックします。
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複数レコードの詳細を印刷する
［タイプ］（rpk名：sype）フィールドで「詳細（内部）」を選択し、メイ
ンリストの複数レコードを印刷する場合、以下のRつのオプションからPつを
選択する必要があります。

• レコード単位で改ページ：各レコードの詳細を改ページして印刷します。
• 連続印刷：改ページせずに、各レコードの詳細を連続して印刷します。
• ラベル：以下のパラメータに基づき、各レコードの詳細にラベルを付け
て印刷します。
• 縦のラベル数
• 縦のラベル間隔：ラベルの行間隔をミリメートル単位で設定します。
• 横のラベル数
• 横のラベル間隔：ラベルの列間隔をミリメートル単位で設定します。

注意:

レコードをPつしか選択しない場合は、これらのパラメータは不必要なため
使用不可能になります。

印刷プレビュー
印刷プレビューを表示するには、［プレビュー］をクリックします。

印刷プレビューウィンドウでは次の操作を行うことができます。
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• 使用するプリンタの変更（［設定］?ボタン）
• 書式の余白および拡大／縮小率の変更（［ページ設定］ボタン）
• データの印刷（［印刷］ボタン）
• 書式の他のページの表示（［次ページ］ボタンおよび［前ページ］ボタ
ン）
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AssetbenterにfetLAns•ersを統合することにより、フィールドで選択したテキ
ストに基づいて、fetLAns•ersのナレッジベースで検索を実行できます。

警告:

統合が機能するのは、ユーザがクライアントコンピュータでローカル管理者
権限を持っている場合だけです。

この統合が可能なのは、fetLAns•ersバージョンSMO以上です。統合を実現す
るには次の手順を実行します。
P fetLAns•ersサーバで「jcinstMexe」プログラムを見つけ、fetLAns•ersにア
クセスするすべてのクライアントにこのファイルをコピーして実行しま
す。このファイルは通常次のフォルダにあります。

c:\orogr\m?eiles\oeregrine\bommon\somc\tS\•eb\pps\o\\\integr\tions\

2 プログラムが表示するインストール手順に従います。
R vebブラウザで次のアドレスにアクセスします。

http:NN[fetLAns•ers?server]No\\NloginMjsp?_bookm\rk=e_\ns•ers_kmre\rchAl
tern\te_b\sicre\rchMjsp?ccdsype=rb

S 統合が設定されます。

�fet-Answers9
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統合を実現するのは、Assetbenterから［fetLAnswersを検索］を選択するたび
にfetLAns•ersを起動するccdスクリプトです。

fetLAns•ersの知識ベースから情報を獲得するには、次の手順に従います。
P 情報を獲得するフィールドのテキストを選択します。
2 次のアクションのPつを実行します。
• をクリックします。

注意:

［ツール／ツールバーのカスタマイズ］メニューを選択して、このア
イコンをあらかじめツールバーに追加しておく必要があります。

• ［ヘルプデスク］メニューから［fetLAnswersを検索］を選択します。

R fetLAns•ersが表示されるのを待ちます。
S fetLAns•ersが提案する解決策からPつを選択します。
T この解決策をクリップボードから取得するには、次のアクションの内Pつ
を実行します。
• をクリックします。

［ツール／ツールバーのカスタマイズ］メニューを選択して、このア
イコンをあらかじめツールバーに追加しておく必要があります。

• ［ヘルプデスク］メニューから［fetLAnswersから解決策を獲得］を選
択します。
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接続

データベースへの接続を作成する
P ［ファイル／データベース接続の管理］メニューを選択します。
2 ［新規作成］をクリックします。
R ［接続］タブページに入力します。
P ［名前］フィールドに、接続の名前を入力します。ここで指定した名
前は、［ファイル／データベースに接続］メニューのダイアログボッ
クスに表示されます。

Assetbenterを起動したり、lrLcnrプロンプトからインポートスクリ
プトを実行したりする場合も、この名前を使用します。

2 ［説明］フィールドには接続の簡単な説明を記入します。
R ［エンジン］フィールドのドロップダウンリストから、データベース
エンジンを選択します。

hal?c\t\b\se?tnivers\l?rerver、licrosoft?rpk?rerver、nr\cle、ryb\se
rpk?Any•here、ryb\se?rpk?rerverの内から値を選択します。

S エンジン固有の情報を入力します。

�参考情報10
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［データソース］：hal?c\t\b\se?tnivers\l?rerver、?licrosoft?rpk?rerver
またはryb\se?rpk?Any•hereデータベースへのアクセスを可能にする
ncabデータソース

•

• ［サーバ］：データベースを格納しているnr\cleまたはryb\se?rpk
rerverのサーバの名前

• ［データベース］：ncab接続名（hal?c\t\b\se?tnivers\l?rerverまた
はlicrosoft?rpk?rerver）またはデータベース名（ryb\se?rpk?rerver）

• ［ユーザ］：データベースへのアクセス時にユーザを識別するログイ
ン名（hal?c\t\b\se?tnivers\l?rerver、licrosoft?rpk?rerverまたはryb\se
rpk?Any•here）

• ［nracleのアカウント］：接続に使うnr\cleアカウントの名前。ログイ
ンとして使います。

• ［rybaseアカウント］：接続に使うryb\se?rpk?rerverの名前。ログイ
ンとして使います。

• ［パスワード］
• ［所有者］：データベースの所有者。データベースに送信するrpkス
テートメントの接頭語として使用されます。

T ［作成］をクリックします。

Assetbenterのすべてのユーザが、特定のデータベースへの接続を、異なる名
前を使って複数作成できます。そのためには、［新規作成］ボタン、または
［複製］ボタンを使用します。

［テスト］ボタンを使うと、次の操作を実行できます。
• データベース接続のテスト
• データベースが現在のAssetbenterバージョンと互換性があるかどうかの
チェック

• 空のデータベースからデータベースを作成する（calrを用いる）

データベースに接続するには、［開く］ボタンを押します。これは、［ファ
イル／データベースに接続］メニューを選択するのと同じです。
付記
• ［所有者］フィールドでは、データベースのテーブルに含まれていない
データベースログイン（［ユーザ］フィールド）を承認できます。この
場合、データベースに送信されるすべてのrpkステートメントには接頭
語が付きます。例えば、データベースの所有者が「ioe」の場合、「select
\?from?b」というrpkステートメントは次のようになります。

rdkdbs?ioeM\?eRnl?ioeMb?
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注意:

［ファイル／データベース接続の管理］メニューを使ってデータベースを作
成することはできません。データベースを作成するには、Assetbenter?c\t\b\se
Administr\torを使う必要があります。

データベースへの接続を削除する
次の手順に従ってデータベースへの接続を削除しても、データベースが壊れ
ることはありません。
P ［ファイル／データベース接続の管理］メニューを選択します。
2 削除する接続を選択します。
R ［削除］をクリックします。

AssetCenterのパフォーマンス
低速ネットワークでAssetbenterを使う場合は、特定の要素（特に画像）の表
示が遅くなることがあります。

その場合は、画像などの容量の大きいオブジェクトをクライアントのコン
ピュータのローカルドライブにコピーすると、プログラムのパフォーマンス
を向上させることができます。このコピーを「キャッシュ」と呼びます。

キャッシュの仕組み
• キャッシュを作成すると、ローカルフォルダ（ディレクトリ）にファイ
ルのセットが作成されます。

• ユーザが画像などの項目を要求すると、ソフトウェアによりこれらの項
目がキャッシュにコピーされます。

• 大きな項目（画像、書式、データベースなど）を表示するたびに、ソフ
トウェアにより、項目が変更されていないかどうかがチェックされます。
変更されていない場合は、キャッシュ内の項目が表示されます。変更さ
れている場合は、キャッシュが更新され、正しい値が表示されます。

キャッシュを作成する
P ［ファイル／データベース接続の管理］メニューを選択して、接続のリ
ストを表示します。

2 既存の接続を選択します。または新しい接続を作成します。
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R ［キャッシュ］タブページの［ディスクキャッシュを有効にする］チェッ
クボックスをオンにします。

S ボタンを使って、［キャッシュのローカルフォルダ］を選択します。

警告:

キャッシュサイズはPlaからQOlaの間で設定します。キャッシュが最大サ
イズに達すると、必要に応じてキャッシュ内の最も古い項目が消去され、新
しい項目が追加されます。

アクション
アクションは、Assetbenterから直接実行できるプログラムを呼び出す操作で
す。

アクションを定義するには、［ツール／アクション／編集］メニューを選択
します。

アクションの種類
次の種類のアクションがあります。
• 実行可能プログラム
• ccd
• メッセージ
• スクリプト：Assetbenterデータベースのオブジェクトを変更します。
• ウィザード
• 印刷

「ウィザード」タイプのアクション
ウィザードは連続するページで構成されています。ユーザは、各ページで情
報を選択したり、データを入力したりします。

ウィザードでは、次のように簡単にページ間を移動できます。
• ページに情報を正しく入力したら、［次へ］ボタンをクリックして次の
ページに移動します（移動先のページは遷移の設定によります）。最後
のページまで進むと、このボタンは使用できなくなります。

• ［戻る］ボタンをクリックすると、いつでも前のページに戻り、情報を
訂正することができます。
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• ［終了］ボタンをクリックすると、ウィザードの最終アクションをいつ
でも実行できます。情報不足でウィザードが指定された業務を行うこと
ができない場合は、必要な情報を入力するためのページが表示されます。

［キャンセル］ボタンをクリックすると、ウィザードの実行（および関連す
るアクション）を完全に取り消すことができます。

アクションの実行
以下の方法でアクションを実行できます。
• ツールバーのボタン? をクリックします。

ドロップダウンリストに使用可能なアクションの名前が表示されます。
ボタンをクリックするとアクションが新規に実行されます。アクショ

ンが既に実行されている場合は、 の代わりに、最後に実行されたアク
ションのアイコンが表示されます。

• ［ツール／アクション］メニューで希望のアクションを選択します。
• アクションのプレビューから実行する。
P ［ツール／アクション／編集］メニューでアクションのリストを表示
します。
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2 アクションの［コンテキスト］（rpk名：bontexts\ble）フィールドに
アクションの参照テーブルが指定されている場合、［プレビュー］を
クリックします。

R ウィンドウの［コンテキスト］のドロップダウンリストに、テーブル
のレコードが表示されます。このリストからアクションのコンテキス
トを選択します。

S ［実行］をクリックします。

• ポップアップメニューの［アクション］メニューからアクション名をク
リックします。

［アクション］ポップアップメニューが表示される領域は限られていま
す。このため、右クリックするべき場所（主に詳細画面内の一部のフィー
ルド上）を憶えておくと便利です。

ヒント:

リストで複数のレコードを選択し、これらにPつのアクションを適用できま
す。

例

複数の資産を選択し、そのユーザに同じメッセージを送信できます。
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メッセージ
Assetbenterのユーザはメッセージを送受信できます。

受信したメッセージには、［ツール／メッセージ］メニューのメッセージの
リストからアクセスできます。

［参照オブジェクト］ボタンを使用すると、メッセージに関連するレコード
に直接アクセスできます。例えば、ユーザに新しい購入依頼が提出されてい
ることを示すメッセージの場合、このボタンをクリックすると、この購入依
頼の詳細情報に直接アクセスできます。

新規メッセージのチェック
［編集／オプション］メニューの［メッセージ］オプションで定義した定期
チェックの頻度で、メッセージの受信が通知されます。

データベースへの接続時に、接続前に受信したメッセージなどの未読メッ
セージが検出されると、メッセージを読むように促すダイアログボックスが
表示されます。

セッション中に新規メッセージを受信すると、同様なメッセージが表示さ
れ、メッセージを読むようにユーザに促します。

履歴
Assetbenterの特定のフィールドおよびリンクに加えられた変更の履歴を、保
存することができます。

管理者は、［オブジェクトの設定］ポップアップメニューまたはAssetbenter
c\t\b\se?Administr\torを使って、これらのフィールドおよびリンクの履歴を
保存するように定義する必要があります。

必要に応じて、 ボタンを使って、履歴項目を手動で追加することもできま
す。

履歴項目を破棄、表示、または変更するには、 ボタンと? ボタンを使いま
す。
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アラーム
フィールドの右側にアラームアイコン? が表示される場合は、アラームを設
定することができます。アラームに設定した日付に応じて、Assetbenterのア
クションテーブルのアクションが起動します。

アラームは、特定の日付に近くなるとトリガされます。Assetbenterでは、
様々な操作にアラームを使用できます。

一般に、アラームが起動するアクションは、Assetbenterのユーザに期限（契
約期間の満了など）が近づいていることを警告するメッセージの送信などで
す。

Assetbenterのユーザは、PつまたはQつのレベルのアラームを作成できます。
各レベルに期限と起動するアクションを定義します。

Qつのレベルをアラームに設定する場合は、第Pレベルのアラームで実行した
アクションによって、第Qレベルのアラームがトリガされるかどうかが決ま
ります。
• 第Pレベルのアラームが、Assetbenterの内部メッセージシステム以外の
メッセージシステム（サードパーティのメッセージシステムなど）でメッ
セージを送信するアクションを起動した場合は、第Qレベルのアラームは
常に定義された時間にトリガされます。

• 第Pレベルのアラームにより、内部メッセージシステムでAssetbenterユー
ザのグループにメッセージが送信され、受信者の誰かがそのメッセージ
を開封した場合は、第Qレベルに定義されているアクションはトリガされ
ません。

ショートカットキー
特定の機能は、ショートカットキーを使って迅速に実行できます。

次の表にショートカットキーの一覧を示します。

表 10.1. ショートカットキーの一覧

実行内容カーソルの位置／適
用されるウィンドウ

対応するメニューコマンドショート
カット
キー
リスト内での移動
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実行内容カーソルの位置／適
用されるウィンドウ

対応するメニューコマンドショート
カット
キー

次のレコードに移動
します（フィルタを
使ったり並べ替えた
リストでも同様に機
能します）。

メインリストまたは
詳細画面内にカーソ
ルを置く

［編集／次のレコード］［ePQ］
キーまた
は下向き
矢印キー

Pつ前のレコードに移
動します（フィルタ
を使ったり並べ替え
たリストでも同様に
機能します）。

メインリストまたは
詳細画面内にカーソ
ルを置く。

［編集／前のレコード］［ePP］
キーまた
は上向き
矢印キー

リストの最初のレ
コードに移動します
（フィルタを使った
り並べ替えたリスト
でも同様に機能しま
す）。

リストまたは詳細画
面内にカーソルを置
く。

［編集／最初のレコード］［btrl?J
ePP］キー
または
［gome］
キー

リストの最後のレ
コードに移動します
（フィルタを使った
り並べ替えたリスト
でも同様に機能しま
す）。

メインリストまたは
詳細画面内にカーソ
ルを置く。

［編集／最後のレコード］［btrl?J
ePQ］キー
または
［dnd］
キー

リストをPページ上に
移動します（フィル
タを使ったり並べ替
えたリストでも同様
に機能します）。

メインリスト内に
カーソルを置く。

なし［o\ge
tp］キー

リストをPページ下に
移動します（フィル
タを使ったり並べ替
えたリストでも同様
に機能します）。

メインリスト内に
カーソルを置く。

なし［o\ge
co•n］
キー

検索ボックスに入力
した文字で始まる最
初のレコードを検索
します（フィルタを
使ったり並べ替えた
リストでも同様に機
能します）。

メインリスト内に
カーソルを置き、リ
ストは値を検索する
列で並べ替えておく

ポップアップメニューの
［ジャンプ］コマンド（マ
ウスの右ボタンをクリック
して表示）

［btrl?J
f］キー

レコードのリストおよび詳細情報の表示
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実行内容カーソルの位置／適
用されるウィンドウ

対応するメニューコマンドショート
カット
キー

リストだけを表示し
ます。

メインリストまたは
詳細画面内にカーソ
ルを置く。

［ウィンドウ／リストの
み］

eU

詳細だけを表示しま
す。

メインリストまたは
詳細画面内にカーソ
ルを置く。

［ウィンドウ／詳細のみ］eV

リストと詳細の両方
を表示します。

メインリストまたは
詳細画面内にカーソ
ルを置く。

［ウィンドウ／リストと詳
細］

eW

リンクしているレ
コードの詳細を表示
します。

詳細画面のリンク上
にカーソルを置く。

eS

リスト内のすべての
列がウィンドウ幅に
収まるように列幅を
変更します。各列幅
の相対比を保ったま
ま調節します。

メインリスト内に
カーソルを置く。

なしeX

各列に含まれている
項目のうち、最も長
い項目の長さに合わ
せて列幅を調節しま
す（メモリに読み込
まれたレコード
用）。

メインリスト内に
カーソルを置く。

なし［btrl?J
eX］キー

左隣のタブページに
移動します。

詳細画面。なしzbtrl|?J
zo\ge?tp|

右隣のタブページに
移動します。

詳細画面。なしzbtrl|?J
zo\ge
co•n|

オブジェクトの設定
画面を表示します。

詳細画面のフィール
ドまたはリンク上に
カーソルを置く。

［オブジェクトの設定］［Alt?J
dnter］
キー

新規レコードを作成
します。

メインリスト内に
カーソルを置く。

［新規作成］ボタン［hnsert］
キー

選択したレコードを
削除します。

メインリスト内に
カーソルを置く。

［削除］ボタン［celete］
キー
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実行内容カーソルの位置／適
用されるウィンドウ

対応するメニューコマンドショート
カット
キー

選択しているレコー
ドのツリーをPレベル
表示または非表示に
します。

ツリー構造表示モー
ドのメインリスト
内。

［階層の表示］［J］およ
び［L］
キー

選択しているレコー
ドのツリーを全レベ
ル表示または非表示
にします。

ツリー構造表示モー
ドのメインリスト
内。

［階層の表示］［N］およ
び［I］
キー

［dsc］キー
何も変更していない
場合は、作業中の
ウィンドウを閉じま
す。変更した場合
は、ウィンドウを閉
じる前に保存するこ
とを確認するメッ
セージが表示されま
す。

リストまたは詳細画
面内にカーソルを置
く。

［閉じる］ボタン［dsc］
キー

フィールドの値を変
更した場合は、変更
を取り消し、元の値
に戻します。

フィールドまたはリ
ンク上にカーソルを
置く。

［dsc］
キー

ヘルプ
Assetbenterのメイン
のオンラインヘルプ
を表示します。

スクリプトビルダー
ウィンドウ以外のす
べてのウインドウ。

［ヘルプ／トピックの検
索］

eP

Assetbenterプログラ
マーズリファレンス
のオンラインヘルプ
を表示します。

スクリプトビルダー
ウィンドウ。

なしeP

フィールドまたはリ
ンクのヘルプを表示
します。

詳細画面のフィール
ド、リンク、または
タブページのリスト
内にカーソルを置
く。

［ヘルプ／フィールドのヘ
ルプ］

［rhift?J
eP］キー

印刷
印刷ダイアログボッ
クスを表示します。

メインリストまたは
詳細画面内にカーソ
ルを置く。

［ファイル／印刷］［btrl?J
o］キー

終了
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実行内容カーソルの位置／適
用されるウィンドウ

対応するメニューコマンドショート
カット
キー

Assetbenterを終了し
ます。

すべてのウィンド
ウ。

［ファイル／終了］［Alt?J
eS］キー
編集

すべてのレコードを
選択します（フィル
タを使ったり並べ替
えたリストでも同様
に機能します）。

メインリストまたは
詳細画面内にカーソ
ルを置く。

［編集／すべて選択］［btrl?J
A］キー

テキストを切り取
り、vindo•sのク
リップボードに入れ
ます。

フィールドのテキス
トを選択している
か、タブページのリ
ストでレコードを選
択している。

［編集／切り取り］［btrl?J
w］キー

テキストまたはレ
コードをコピーし、
vindo•sのクリップ
ボードに入れます。

フィールドのテキス
トを選択している
か、タブページのリ
ストでレコードを選
択している。

［編集／コピー］［btrl?J
b］キー

vindo•sのクリップ
ボードからテキスト
またはレコードを貼
り付けます。

テキスト内または、
タブページのリスト
でレコード内で、貼
り付ける場所にカー
ソルを置く。

［編集／貼り付け］［btrl?J
u］キー

リストをツリー構造
で表示します。

メインリスト、また
はリストが表示され
ている詳細画面に
カーソルを置く。

［ウィンドウ／ツリー構造
で表示］

［btrl?J
s］キー

リストをリスト形式
で表示します。

メインリスト、また
はリストが表示され
ている詳細画面に
カーソルを置く。

［ウィンドウ／リスト形式
で表示］

［btrl?J
k］キー

コンピュータの現在
の日付と時刻を挿入
します。

カーソルを「日付」
または「日付J時
刻」型のフィールド
に置く。

なし［btrl?J
M］キー

データ
詳細またはリスト、
またはその両方を更
新します。

メインリストまたは
詳細画面内にカーソ
ルを置く。

［ウィンドウ／更新］eT
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実行内容カーソルの位置／適
用されるウィンドウ

対応するメニューコマンドショート
カット
キー

キャッシュを更新し
ます。

すべてのウィンド
ウ。

［ツール／キャッシュの更
新］

［btrl?J
eT］キー
ウィザード

ウィザードデバッガ
を起動します。

すべてのウィンド
ウ。

なし［rhift?J
eX］キー

エラーメッセージ
操作を実行できない場合や問題が発生した場合は、エラーメッセージが表示
されます。エラーメッセージに問題の原因が明確に記載されているため、こ
のマニュアルでは、個々のメッセージの説明を省きます。

エラーメッセージウィンドウには、エラーメッセージをファイルとして保存
できる［保存］ボタンがあります。

また、［コピー］ボタンをクリックすると、クリップボードにエラーメッ
セージをコピーできます。
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アイコン G参考?ツールバーH
アクションK? PPO
ウィザードK? PPO
タイプK? PPO
プレビューK? PPQ
レコード?L?選択K? PPQ
実行K? PPP

アラームK? PPS
インストール済みコンポーネントK? QV
ウィザードK? PPO K? WRLWT
クエリウィザード（pad）K? VR
ユーザK? WS
定義K? WR
表示の優先度K? QV
分類K? WS

エラーK? PPX
オブジェクトの設定（メニュー）K? PPR K? SX K?
SW
オンラインヘルプK? PS
a\sicスクリプトK? PT
ツールのヒントK? QV
フィールドとリンクのヘルプK? PT
ワンポイントK? PU
一般的なヘルプK? PT

お気に入りK? QU
カスタマイズK? URLUX
ツールバーK? US K? QU
モジュールK? UR
一般的なオプションK? UV

カレンダーK? TX
キーボード?L?ショートカットK? PPS
キャッシュK? POX
サイズK? PPO
概要K? POX
更新K? TQ
作成K? POX

キャッシュの更新（メニュー）K? TQ
キャンセル（ボタン）K? TP K? SU K? RO
クエリ G参考?フィルタH
グループ分けK? RR
このフィールドで検索（メニュー）K? WO
このフィールドに関する統計（メニュー）K?
SO
このフィルタを削除（メニュー）K? VX
このリンクで検索（メニュー）K? WO
このリンクに関する統計（メニュー）K? SO
この列に関する統計（メニュー）K? SO
この列をリストに追加（メニュー）K? RU
コピーK? TV
コメント（テーブル）K? TT
ご存知でしたか（メニュー）K? PU
ジャンプ（メニュー）K? SP
システム?L?情報K? QV
ショートカットキーK? PPS
スケジュール
カスタマイズK? POO
概要K? XR
休日K? POO

�インデックス
目次
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実用例K? XV
追加K? XS
表示K? XT

ステータスバーK? QU
タブページK? UU K? SV
タブページの設定（メニュー）K? UU
ツール G参考?ツールバーH
ツールのヒントK? QV
ツールバーK? QU
カスタマイズK? US
デフォルトのツールバーK? UT
ボタン
移動K? UT
削除K? UT
追加K? US

位置K? UU
境界線
削除K? UT
追加K? UT

ツールバーのカスタマイズ（メニュー）K? POU
K? US K? US K? QU
ツリー構造で表示（メニュー）K? RQ
テーブル
G参考?検索H

テキスト G参考?データH
デフォルト値K? TS
データ
コピーK? TV
デフォルト値K? TS
削除K? TX
収集K? WS
切り取りK? TU
貼り付けK? TV
注意事項K? TW

入力K? WS
編集K? TS

データベース
G参考?接続H
calrK? PV
開いているデータベースK? QW
階層型モデルK? PW
概要K? PU
関係型モデルK? PX

作成K? POX
定義K? PU

データベースに接続（メニュー）K? POW K? QS K?
QS
データベースの接続解除（メニュー）K? QT
データベース管理システム G参考?calrH
データベース接続の管理（メニュー）K? POV K?
QS K? QQ
データベース設定の保存（メニュー）K? TT
ドロップダウンリストK? SO
ナレッジベース G参考?fetLAns•ersH
パスワードの変更（メニュー）K? QS
パフォーマンス
G参考?キャッシュH

ビューK? WVLXP
ボタン?L?関連付けK? XP
リストK? WX
作成K? WX
削除K? XO
定義K? WW
表示K? WX
変更K? XO
編集K? XP

ビュー（メニュー）K? QQ
フィールドK? PX
オンラインヘルプK? PT
詳細?L?追加K? SW
特殊フィールドK? TT
必須フィールドK? SX

フィールドのヘルプ（メニュー）K? PT
フィルタK? VT
rpk?Any•hereK? VW
クエリーフィルタK? WO
シンプルフィルタK? VX
タイプK? VU
使用K? VW
重ね合わせK? VV
動作K? VV
比較演算子K? VW

フィルタなし（メニュー）K? VX
フロアプラン?L?オブジェクトの追加K? SQ
ボタン
カスタマイズK? UX
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メッセージK? PPR
エラーK? PPX
参照オブジェクトK? PPR
受信メッセージK? PPR

メニューK? QT
ポップアップメニューK? QT
メニューバーK? QT
ライセンスK? QT

メニューバーK? QT
モジュールK? UR
モジュールの起動（メニュー）K? US
リストK? PX
仮想階層のキャンセルK? RS
仮想階層の作成K? RR

リストと詳細（メニュー）K? SS K? RQ
リストのみ（メニュー）K? SS K? RQ
リストの出力（メニュー）K? SR K? SR
リストの設定（メニュー）K? WO K? VX K? VV K? RU
K? RS
リスト形式で表示（メニュー）K? RQ
リセット（ボタン）K? UW
リンクK? TT K? SV
オンラインヘルプK? PT

リンクの削除（メニュー）K? SV
リンクの追加（メニュー）K? SV
リンクレコードの追加（メニュー）K? SV
リンクレコードの複製（メニュー）K? SV
レコードK? PX
G参考?検索H
グループ分けK? RR
デフォルト値K? SX
リスト G参考?レコードリストH
検索K? SP
作成K? SW
削除K? TR
注意事項K? TS

処理K? SW
詳細K? SS
アクセスK? SS
ウィンドウ?L?サイズK? ST
タブページK? SV
ボタンK? SU
ユーザ定義フィールドK? SW

リスト?L?表示K? SS
選択K? SQ
複製K? TQ
変更K? TO
他のユーザによるK? TP
複数のレコードK? TP

レコードリストK? QW
G参考?印刷H
G参考?検索H
ツリー構造K? RP
ナビゲーションK? QX
ビューK? RP
ボタンK? RO K? RO
レイアウトK? RT
階層構造K? RP
概要K? QW
検索K? SP
使用K? QX
出力K? SR
詳細?L?表示K? SS
設定K? RU K? RS
選択K? SQ
読込みK? RO
進行状況K? RO

表示?L?パラメータK? RS
並べ替えK? RT
列
追加K? RU
幅K? RU

レポート
G参考?印刷H

ワンポイントK? PU
一般的なオプションK? UV
印刷K? POPLPOS
プレビューK? POR
リストK? POQ
詳細K? POR

横長に切り替え（メニュー）K? ST
仮作成の許可（メニュー）K? SX
仮作成（ボタン）K? SX
画像K? UP
画面の再初期化（メニュー）K? UR
画面一覧（メニュー）K? QX
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開始K? QP
vindo•sのメニューK? QQ
コマンドラインK? QQ
スペースK? QR

階層の表示（メニュー）K? RQ
階層構造
変更K? RQ

階層?L?変更K? RQ
拡張削除の許可（オプション）K? TS
期間K? TX
機能K? QU
ショートカットK? PPS

起動 G参考?開始H
休日K? POO
検索K? VRLWP
クエリウィザード（pad）K? VR
フィルタ G参考?フィルタH

現在のウィンドウからビューを作成（メ
ニュー）K? WX
現在のビューを外す（メニュー）K? XO
現在のビューを変更（メニュー）K? XO
更新（メニュー）K? VV K? TQ
行K? PX
作業領域K? QT
作成（ボタン）K? SU K? RO
削除（ボタン）K? RO
参照オブジェクト（ボタン）K? PPR
時刻K? UO
終了K? QR
終了（メニュー）K? QR
縦長に切り替え（メニュー）K? ST
出力
レコードリストK? SR
注意事項K? SR
複数のレコードの変更K? TP

書式
G参考?印刷H

詳細K? PX
G参考?印刷H

詳細設定（ボタン）K? SX
詳細（ボタン）K? RO
新規作成（ボタン）K? SW K? RO
切り取りK? TU

接続K? QR
msセキュリティK? QS
作成K? POV
削除K? POX
接続の切断K? QT
標準の接続K? QS
複数のデータベースK? QR

接続解除K? QT
選択（ボタン）K? RO
適用（ボタン）K? UW
貼り付けK? TV
統計
グラフ表示K? SP
表示K? SO

統合msセキュリティ使用（オプション）K?QS
K? QS
日付K? TX
日付J時刻K? UO
表示
優先度K? QV

表示の優先度K? QV
複製（ボタン）K? TR K? SW K? RO
複製（メニュー）K? TR
並べ替えK? RT
閉じる（ボタン）K? RP
変更K? TP
変更（ボタン）K? TP K? SU
履歴K? PPR
列K? PX
追加K? RU
幅K? RU

A
Assetbenter?rerverK? TU
AssetbenterのバージョンK? QW
Assetbenterのバージョン情報（メニュー）K?
QV K? QV

B
a\sicスクリプト?L?オンラインヘルプK? PT
bin（フォルダ）K? QQ
bmp（ファイル）K? UP

P2S AssetCenter SMR - はじめに

AssetCenter



C
bryst\l?Reports G参考?印刷H

D
calrK? PV
ckkK? QW

G
fetLAns•ersK? POT
アイコンK? POU

fetLAns•ersから解決策を獲得（メニュー）K?
POU
fetLAns•ersを検索（メニュー）K? POU

I
ico（ファイル）K? UP

L
khjd
rpk?Any•hereK? VW

Q
padK? VR

W
•mf（ファイル）K? UP
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